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7月15日号

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,449 100.4%

一　般 ― 96.0%
宅配便（千個） 304,646 106.8%

輸送統計
平成28年4月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通 中型 大型 計

7
（−3）

39
（−7）

67
（−13）

113
（−23）

交通事故死者数（人）
5月31日現在 7月14日現在

1,563
（−42）

1,967
（−70）

全国の死亡
事故件数

1,502
（−63）

平成28年5月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

7/15〜8/14  4294
8/15〜9/14  9222

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

６ ・��物流彼
あ ち こ ち

方此方
��中日本陸運㈱（三重県）

ローリー車とドライバーを磨きあげることで
高い輸送品質を実現する中日本陸運㈱

4・5
�＜中小運送事業者における
IT化推進特集＞
・第２回「動態管理システム」

8 ・��平成29年度税制改正・予
算要望（要旨）
・追突事故防止セミナー開催日程

7 ・トラックステーション
（TS）夏期休業案内

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
７
月
14

日
︑
東
京
都
港
区
新
橋
の
第
一
ホ
テ
ル

東
京
で
第
２
１
７
回
常
任
理
事
会
・
第

１
６
７
回
理
事
会
合
同
会
議
を
開
催
し

た
︒
同
会
議
で
は
副
会
長
の
選
定
が

行
わ
れ
︑
千ち

は

ら原
武た

け

み美
氏
（
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
）
と
小こ

ば
や
し林
幹み

き
よ
し愛
氏
（
茨

城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が
新
た
に

副
会
長
に
就
任
し
た
︒
併
せ
て
︑
平

成
29
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
書
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
︑承
認
さ
れ
た
︒
全
ト
協
で
は
今
後
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
要
望
実
現

を
目
指
し
て
全
力
で
要
望
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
く
︒

　

会
議
の
冒
頭
︑
ま
ず
星
野

良
三
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
︑

﹁
本
年
の
業
界
に
お
け
る
最

大
の
課
題
は
労
働
時
間
問
題

と
人
材
確
保
問
題
だ
︒
諸
問

題
の
解
決
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
む
﹂
と
語
っ
た
︒

　

副
会
長
の
選
定
に
つ
い
て

は
︑
ブ
ロ
ッ
ク
協
会
長
の
交

代
に
伴
い
推
薦
が
行
わ
れ
︑

大
髙
一
夫
前
副
会
長
（
前
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）

に
代
わ
っ
て
千
原
氏
が
︑
ま

た
三
浦
文
雄
前
副
会
長
（
群

馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）

に
代
わ
っ
て
小
林
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
就
任
し
た
︒

　

平
成
29
年
度
税
制
改
正
・

予
算
に
関
す
る
要
望
書（
案
）

に
つ
い
て
は
︑
各
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
要
望
を
全
ト
協
で
集

約
︒
税
制
改
正
関
連
要
望
事

項
６
項
目
︑
予
算
関
連
要
望

事
項
７
項
目
が
承
認
さ
れ
た

︵
詳
細
８
面
︶︒
今
後
︑
陳

情
・
要
望
活
動
が
全
国
的
に

展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
︑
11

月
15
日
（
予
定
）
に
は
﹁
地

域
社
会
と
国
民
生
活
を
守
る

た
め　

平
成
28
年
度
ト
ラ
ッ

ク
業
界
の
要
望
を
実
現
す
る

会
﹂
を
開
催
︒
要
望
実
現
に

向
け
た
活
動
を
推
進
す
る
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労

働
条
件
政
策
課
の
藤
枝
茂
課

長
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
お

け
る
長
時
間
労
働
の
抑
制
に

向
け
た
取
り
組
み
﹂
を
テ
ー

マ
に
説
示
を
行
っ
た
︒

　

昨
年
６
月
に
公
布

さ
れ
た
改
正
道
路

交
通
法
に
関
し
︑

政
府
は
︑
平
成
29
年

３
月
12
日
か
ら
同
法

を
施
行
す
る
な
ど
の

関
係
政
省
令
を
︑
７

月
15
日
付
官
報
に

告
示
し
た
︒

　

改
正
道
交
法
に
よ
り
新
設

さ
れ
る﹁
準
中
型
免
許
﹂は
︑

車
両
総
重
量
３
・
５
㌧
以
上

７
・
５
㌧
未
満
︑
最
大
積
載

量
が
２
㌧
以
上
４
・
５
㌧
未

満
の
﹁
準
中
型
自
動
車
﹂
に

つ
い
て
︑
基
礎
的
免
許
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
︑
18
歳
か

ら
普
通
免
許
の
経
験
年
数
を

問
わ
ず
に
運
転
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
︵
表
︶︒

　

こ
の
た
め
︑
高
等
学
校
新

卒
者
な
ど
で
も
積
載
量
で
２

～
３
㌧
ク
ラ
ス
の
小
型
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
が
可
能
と
な
り
︑

若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
の
大
量
採

用
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
︒

　

平
成
27
年
10
月
24
日
・
25

日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
︑

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
の
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安

全
運
転
中
央
研
修
所
で
開
催

さ
れ
た
第
47
回
﹁
全
国
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
﹂
の
各
部
門
優
勝
者
が

７
月
13
日
︑
星
野
良
三
会
長

と
と
も
に
︑
総
理
大
臣
官
邸

に
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣

を
表
敬
訪
問
し
た
︒

　

冒
頭
︑
星
野
会
長
が
代
表

し
て
﹁
内
閣
総
理
大
臣
賞
を

は
じ
め
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
選
手
４
人
が
︑
総
理
に
そ

の
ご
報
告
と
日
頃
の
感
謝
の

意
を
表
す
る
た
め
︑
表
敬
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
﹂
と

表
敬
訪
問
の
趣
旨
を
説
明
︒

続
い
て
安
倍
総
理
か
ら
︑
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

千
葉
県
代
表
の
渡
邊
貴
夫
さ

ん
（
11
㌧
部
門
）
に
内
閣
総

理
大
臣
杯
が
授
与
さ
れ
た
︒

　

引
き
続
き
︑安
倍
総
理
は
︑

４
㌧
部
門
の
矢
野
修
平
さ
ん

（
福
岡
県
代
表
）︑
ト
レ
ー

ラ
部
門
の
田
中
章
路
さ
ん

（
群
馬
県
代
表
）︑
女
性
部

門
の
鈴
木
雅
惠
さ
ん
（
北
海

道
代
表
）
に
各
部
門
の
優
勝

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
渡
し
︑﹁
皆

様
は
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
頂
点
に
立
た
れ

た
︒
こ
れ
は
︑
日
頃
の
交
通

安
全
へ
の
取
り
組
み
や
厳
し

い
訓
練
の
た
ま
も
の
だ
﹂
と

優
勝
者
を
た
た
え
た
︒
さ
ら

に
︑
４
月
に
発
生
し
た
平
成

28
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
緊

急
物
資
輸
送
に
も
触
れ
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
と
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

ご
協
力
で
緊
急
物
資
を
輸

送
す
る
こ
と
が
で
き
た
﹂

と
謝
意
を
表
し
︑﹁
こ
れ
は
︑

ま
さ
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が

国
民
生
活
に
重
要
だ
と
い

う
こ
と
の
証
左
﹂と
述
べ
た
︒

　

ま
た
︑
官
邸
へ
の
表
敬
訪

問
に
先
立
ち
︑
国
土
交
通
省

に
石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣

を
表
敬
訪
問
し
た
︒
石
井
国

交
大
臣
へ
の
表
敬
訪
問
で
は
︑

前
述
し
た
４
人
に
加
え
︑
国

土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

宮
脇
繁
昌
さ
ん
（
中
小
企
業

所
属
者
で
最
高
得
点
・
11
㌧

部
門
︑
三
重
県
代
表
）
も
同

行
︒
石
井
国
交
大
臣
は
﹁
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
は
我
が
国
の
経

済
と
国
民
生
活
を
支
え
る
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
︒
そ
れ
を
根
幹

で
支
え
て
い
る
の
が
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
だ
︒
こ

れ
か
ら
も
誇
り
を
も
っ
て
日

々
の
業
務
に
従
事
さ
れ
る
と

と
も
に
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
お
手
本
と
し

て
︑
安
全
運
転
の
技
術
と
知

識
を
広
め
る
な
ど
︑
ご
活
躍

い
た
だ
き
た
い
﹂
と
激
励
し

た
︒

　

な
お
︑
表
敬
訪
問
に
は
︑

藤
井
直
樹
国
交
省
自
動
車
局

長
︑
加
藤
進
国
交
省
自
動
車

局
貨
物
課
長
︑
井
上
剛
志
警

察
庁
交
通
局
長
︑
全
ト
協
の

伊
藤
昭
人
副
会
長
（
交
通
対

策
委
員
長
）︑
福
本
秀
爾
理

事
長
︑
山
崎
薫
常
務
理
事
が

同
席
し
た
︒

千
原
武
美
氏（
東
京
）と
小
林
幹
愛
氏（
茨
城
）

18
歳
か
ら「
準
中
型
免
許
」取
得
可
能

平
成
29
年
３
月
12
日
か
ら
新
免
許
制
度
ス
タ
ー
ト

若年ドライバー雇用に期待

Ｑ
＆
Ａ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作

Ｈ
Ｐ
で
も
公
開

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑
同
免
許
制
度
に

つ
い
て
の
解
説
と
Ｑ
＆
Ａ
を

ま
と
め
た
﹁
知
っ
て
お
き
た

い
準
中
型
免
許　

Ｑ
＆
Ａ
﹂

（
写
真
・
Ａ
４
判
８
頁
）
を

作
成
し
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
︑
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
︒

平成29年度税制改正・予算要望を決定
第217回常任理事会・第167回 理事会合同会議

新
副
会
長
に
２
氏
選
出

第217回常任理事会・第167回理事会合同会議（7月14日、第一ホテル東京）

安倍晋三内閣総理大臣を表敬訪問（写真左から、全日本トラック協会福本秀爾理事長、伊藤
昭人副会長、田中章路さん（トレーラ部門優勝）、鈴木雅惠さん（女性部門優勝）、星野良三
会長、安倍総理大臣、渡邊貴夫さん（11トン部門優勝・内閣総理大臣賞）、矢野修平さん（4
トン部門優勝）、山崎薫常務理事（7月13日、内閣総理大臣官邸）

石井啓一国土交通大臣を表敬訪問（写真左から、田中章路さん（トレーラ部門優勝）、鈴木雅
惠さん（女性部門優勝）、石井国交大臣、渡邊貴夫さん（11トン部門優勝・内閣総理大臣賞）
矢野修平さん（４トン部門優勝）、宮脇繁昌さん（11トン部門・国土交通大臣賞）（平成28年7
月13日、国土交通大臣室）

小林 幹愛
副会長

千原 武美
副会長

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
現
場
で
、
安

全
運
転
技
術
の
普
及
に
協
力
い

た
だ
き
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
﹂
と
、選
手
に

言
葉
を
か
け
る
安
倍
総
理
︵
７

月
13
日
、
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
︶

表  新たなトラックの免許制度

新
制
度

現
行
制
度

安倍晋三内閣総理大臣

石井啓一国土交通大臣

第47回全国ドラコン優勝者らが表敬訪問
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2016.7.1—7.15

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～点検整備編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  事業用貨物自動車は、一日一回、運行の開始前に日常点検を実施し
なければならない。（ ○・× ）

❷  事業用貨物自動車は、6か月ごとに定期点検整備を実施しなければ
ならない。（ ○・× ）

❸  点検整備記録簿は、営業所に備え置き、1年間保存しなければなら
ない。 （ ○・× ）

❹  車両総重量5トン以上の自動車については、ディスク・ホイールの
取付状態を点検しなければならない。（ ○・× ）

❺  タイヤの溝の深さが十分であるかどうかの点検は、当該自動車の走
行距離、運行時の状態等から判断した適切な時期に行うことで足り
る。（ ○・× ）

 （解答は7面）

飲酒運転は絶対にNO!!
〔第57回〕

　国土交通省のメールマガジンの中に「事業用自動車安全通信」
があり、週に1回、緑ナンバーの重大事故などの情報が配信され
ています。それをみると、トラックの事故で目立つのが「酒気帯び
運転」、つまり飲酒運転です。飲酒運転は道路交通法はもちろ
ん、輸送安全規則においても厳しく禁止されている犯罪行為で
すが、なかなか後を絶たないのが現状です。

●少しでも酒気があれば乗務できない
Ａさん「メルマガをみると、酒気帯び運転の場合、赤信号で停止

していた車に追突とか、道路脇の看板や民家に衝突した
り路外へ逸脱するといった事故が結構多い。注意力の低
下や運転操作の荒っぽさなど飲酒が運転にどんな悪影
響を及ぼすか、よく分かるよね」

Ｂさん「ところで数週間前のことだけど、乗務前のアルコール検
知器によるチェックで酒気が確認され、乗務停止の指示
があったにもかかわらず、ドライバーが無断で乗務した
ために、その営業所の車が一定期間の使用停止処分を受
けたという記事が新聞に出ていたね」

Ａさん「トラック会社じゃなくて、旅客の会社だったね」
Ｂさん「多少酒気があっても運転に支障なしと考えて、無断乗務

したのかもしれないけれど、大きな考え違いだよ」
Ａさん「酒を飲んだのが何時間前であろうと、乗務前のアルコー

ル検知器によるチェックで、少しでも酒気が確認された
ら乗務はできないからね」

Ｂさん「飲酒運転の罰則が適用される基準値（呼気１リットルに
つき0.15ｍｇ以上）に満たない場合もダメだということ
だよね」

Ａさん「もちろんだよ。道交法に『何人も酒気を帯びて運転して
はならない』と書かれている。だから、酒気があれば程
度を問わず違反行為になる。ただ、罰則については、基
準値に満たない場合は免除されるということだよ」

Ｂさん「輸送安全規則の乗務員の遵守事項にも『酒気を帯びて
乗務しないこと』と定められているね」

Ａさん「この場合も、基準値以上であるか否かを問わないとされ
ている」

Ｂさん「少しでも酒気が確認されたら、乗務しない、させないと
いうことだね」

●休憩時や仮眠前の飲酒も厳禁　
Ａさん「出発時には酒気はなくても、運行途中の仮眠の前なんか

に酒を飲むというケースもあるよ」
Ｂさん「メルマガにも、仮眠前の食事の時に酒を飲んだという事

例があったね」
Ａさん「寝付きをよくするためだろうね」
Ｂさん「ひと寝入りするんだから、少しくらいはいいだろうと思っ

ているのかもしれないけれど、眠ればアルコールが消え
てなくなるわけじゃないからね」

Ａさん「アルコールが体内から消えるまでの時間については、個
人差も大きいし、その時の体調にも影響されるから一概
にはいえないけど、一般的には、体重60キログラムの人
が500ミリリットルのビールを飲んだ場合は、約３～４時
間かかるといわれている。だから、２時間程度の仮眠で
運転を再開したら、酒気帯び運転になってしまう」

Ｂさん「しかも、それが常態化してしまうと、アルコールの量も増
えてくる恐れがある。そうなったら大変だよ。とんでもな
い事故を起こしかねないし、事故を起こさなくても、も
し荷主さんのところや配送先でドライバーから酒の匂い
がしたら、相手の人はどう思うだろう」

Ａさん「間違いなく信頼をなくすよ。それも単にドライバーだけ
じゃない、飲酒運転を容認している会社の信用もガタ落
ちになる」

Ｂさん「これからどんどん暑くなってくると、水代わりにビールや
チューハイをちょっとだけという気持ちになるかもしれ
ないけど、水とアルコールでは大違いだ」

Ａさん「水は熱中症の予防にもなるから、早めに補給したほうが
いいけど、アルコールはちょっとだけでも絶対にダメ
だ」

Ｂさん「我々の仕事は、たった一杯のアルコールが命取りになる
からね」

Ａさん「飲酒運転は絶対にNO!! これを徹底しないとね」

︻
お
こ
と
わ
り
︼
次
号
は
︑
編
集
上
の

都
合
に
よ
り
８
月
５
日
号
と
し
て
発

行
い
た
し
ま
す
︒ 

広
報
室

　

７
月
13
日
︑
第
４
回
税
制

・
交
付
金
委
員
会
（
小
幡
鋹

伸
委
員
長
）が
開
催
さ
れ
た
︒

　

ま
ず
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

①
平
成
28
年
度
税
制
改
正
・

予
算
に
関
す
る
要
望
と
結
果

②
平
成
28
年
度
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・

０
車
載
器
購
入
促
進
助
成
事

業
③
運
輸
事
業
振
興
助
成
交

付
金
の
交
付
状
況
︱
︱
に
つ

い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
平
成
29
年
度

の
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
事
項
（
案
）
や
活
動

計
画
（
案
）︑
高
速
道
路
料

金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
に

係
る
経
過
措
置
の

延
長
要
望
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
︑

い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
︒

　

税
制
改
正
・
予

算
に
関
す
る
要
望

事
項
お
よ
び
活
動

計
画
に
つ
い
て
は
︑

７
月
14
日
㈭
の
第

２
１
７
回
常
任
理

事
会
・
第
１
６
７

回
理
事
会
合
同
会

議
で
審
議
・
承
認

後
︑﹁
平
成
29
年

度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
書
﹂
を
作
成
︒
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
連
携

し
︑
各
方
面
へ
の
積
極
的
な

陳
情
・
要
望
活
動
を
行
う
と

し
て
い
る
︒

　

な
お
︑委
員
会
に
先
立
ち
︑

国
土
交
通
省
道
路
局
の
吉
岡

幹
夫
企
画
課
長
が
﹁
高
速
道

路
を
取
り
巻
く
最
近
の
動
向

に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
︒

安
全
対
策
に
向
け
た
諸
活

動
を
積
極
的
に
推
進

第
58
回
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
７
日
︑
神
奈
川
県
横
浜

市
で
第
58
回
海
上
コ
ン
テ
ナ

部
会
（
平
成
28
年
度
総
会
︑

藤
木
幸
二
部
会
長
）
を
開
催

し
た
︒ 

　

議
事
で
は
︑
27
年
度
事
業

報
告
（
案
）︑
28
年
度
事
業

計
画
（
案
）
等
に
つ
い
て
審

議
し
︑
い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
し
た
︒ 

　

ま
た
︑
人
事
異
動
に
伴
う

役
員
の
一
部
改
選
と
し
て
︑

日
本
通
運
㈱
海
運
事
業
支
店

の
西
村
誠
事
業
統
括
部
長

が
︑副
部
会
長
に
就
任
し
た
︒ 

　

28
年
度
事
業
計
画
に
関
し

て
は
︑
①
安
全
対
策
の
推
進

②
﹁
国
際
海
陸
一
貫
運
送
コ

ン
テ
ナ
の
自
動
車
運
送
の
安

全
確
保
に
関
す
る
法
律
﹂
の

成
立
に
向
け
た
諸
活
動
③

﹁
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
陸

上
に
お
け
る
安
全
輸
送
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
﹂
等
の
周
知
活
動

④
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労

働
の
抑
制
に
向
け
た
活
動
︱

︱
な
ど
全
９
項
目
の
施
策
を

推
進
し
て
い
く
と
し
た
︒ 

　

そ
の
ほ
か
︑
部
会
組
織
の

拡
充
と
し
て
︑
今
年
５
月
23

日
に
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会
が
設
立

さ
れ
︑
㈱
ミ
ナ
ミ
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
の
相
澤
卓
治
代
表
取

締
役
が
部
会
長
に
就
任
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
︒ 

　

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た

研
修
会
で
は
︑
国
土
交
通
省

道
路
局
の
上
野
純
一
道
路
交

通
管
理
課
長
が
﹁
特
車
制
度

を
取
り
巻
く
最
近
の
情
勢
﹂

に
つ
い
て
︑
続
い
て
同
省
港

湾
局
海
岸
・
防
災
課
の
佐
瀬

浩
市
危
機
管
理
室
長
と
同
局

港
湾
経
済
課
の
峯
裕
課
長
補

佐
が
︑﹁
出
入
管
理
情
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
状
況
と
今
後

の
展
開
お
よ
び
国
際
海
上
輸

送
コ
ン
テ
ナ
重
量
の
確
定
制

度
﹂
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講

演
し
た
︒

平
成
28
年
度
事
業
計
画
な

ど
承
認第

34
回
セ
メ
ン
ト
部
会

　

７
月
８
日
︑
第
34
回
セ
メ

ン
ト
部
会
（
髙
山
秀
一
部
会

長
）
が
開
催
さ
れ
た
︒ 

　

議
事
で
は
︑
①
役
員
の
一

部
変
更
②
平
成
27
年
度
事
業

報
告
（
案
）
③
28
年
度
事
業

計
画
（
案
）
︱
︱
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
︑
い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
し
た
︒ 

　

役
員
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
は
︑
㈱
マ
ル
タ
パ
ワ
ー
ズ

の
高
木
康
行
取
締
役
に
代
わ

り
︑
同
社
の
林
卓
司
代
表
取

締
役
社
長
が
副
部
会
長
に
就

任
し
た
︒ 

　

28
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
が
実

施
し
て
い
る
物
流
合
理
化
施

策
や
企
業
の
再
編
等
の
動
向

に
対
応
す
る
た
め
︑
共
同
受

注
体
制
の
整
備
や
事
業
者
間

の
融
通
配
車
等
に
つ
い
て
検

討
す
る
②
各
地
方
整
備
局
ま

た
は
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
て
行
わ
れ
る
特
殊

車
両
通
行
許
可
等
の
講
習
会

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

等
に
よ
り
︑
関
係
法
令
の
遵

守
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
︑

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
③

荷
主
各
社
に
対
し
︑
セ
メ
ン

ト
輸
送
に
係
る
適
正
運
賃
・

料
金
収
受
の
た
め
︑
安
全
・

環
境
対
策
費
︑
長
時
間
労
働

等
に
伴
う
輸
送
コ
ス
ト
の
上

昇
に
つ
い
て
︑
業
界
紙
等
へ

の
意
見
広
告
︑
荷
主
懇
談
会

を
通
じ
理
解
を
求
め
る
︱
︱

な
ど
全
８
つ
の
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
︒ 

　

な
お
︑
議
事
終
了
後
︑（
一

社
）
セ
メ
ン
ト
協
会
調
査
・

企
画
部
門
の
佐
藤
正
彦
統
括

リ
ー
ダ
ー
と
遠
田
雅
章
リ
ー

ダ
ー
が
︑﹁
セ
メ
ン
ト
業
界
の

現
状
と
今
後
の
動
向
﹂
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
た
︒ 

安
全
輸
送
・
輸
送
効
率
化

に
向
け
積
極
的
な
活
動
を

推
進

第
71
回
鉄
鋼
部
会

　

７
月
５
日
︑
岡
山
県
岡
山

市
で
第
71
回
鉄
鋼
部
会
（
瀬

尾
君
雄
部
会
長
）
が
開
催
さ

れ
︑
平
成
27
年
度
事
業
報
告

・
28
年
度
事
業
計
画
の
両
案

等
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
し

た
︒

　

役
員
の
選
任
・
退
任
に
関

し
て
は
︑
三
陸
輸
送
㈱
の
三

浦
郁
夫
常
勤
監
査
役
に
代
わ

り
︑
同
社
の
中
鉢
和
保
専
務

取
締
役
が
副
部
会
長
に
就
任

し
た
︒

　

28
年
度
施
策
と
し
て
は
︑

鋼
材
輸
送
に
係
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
︑
現
在
の
関
係
法
令

を
研
究
し
︑
輸
送
効
率
化
に

向
け
て
の
検
討
や
環
境
及
び

安
全
対
策
の
推
進
を
図
る
た

め
︑
行
政
・
関
係
部
会
等
と

の
緊
密
な
連
携
を
図
る
こ
と

を
筆
頭
と
し
た
全
９
項
目
を

推
進
す
る
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
︑
国
土

交
通
省
道
路
局
の
上
野
純
一

道
路
交
通
管
理
課
長
が
︑
特

車
制
度
を
取
り
巻
く
最
近
の

情
勢
に
つ
い
て
講
演
し
た
︒

改
善
基
準
告
示
・
荷
主
勧

告
制
度
に
関
す
る
チ
ラ
シ

作
成国

交
省
・
厚
労
省
と
共
同
で

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
国
土
交
通
省
・

厚
生
労
働
省
と
連
携
し
︑
改

善
基
準
告
示
と
荷
主
勧
告
制

度
を
周
知
す
る
荷
主
向
け
チ

ラ
シ︵
写
真
︶を
作
成
し
た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労

働
の
改
善
を
行
う
に
は
荷
主

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
中

で
︑
荷
主
企
業
に
よ
る
同
告

示
・
同
制
度
へ
の
認
知
度
が

あ
ま
り
高
く
な
い
と
い
う
実

態
を
受
け
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

に
係
る
法
令
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
作
成
さ
れ
た

も
の
で
︑
Ａ
４
判
・
両
面
カ

ラ
ー
印
刷
︒

　

荷
主
等
へ
の
配
布
方
法
と

し
て
は
︑
農
林
水
産
省
や
経

済
産
業
省
︑
厚
生
労
働
省
か

ら
所
管
の
荷
主
企
業
や
荷
主

（
７
月
15
日
〜
８
月
５
日
）

▽
７
月
19
・
20
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会

議
▽
７
月
22
日

・
第
42
回
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
輸

送
部
会

▽
７
月
26
日

・
第
56
回
広
報
委
員
会

▽
７
月
28
日

・
第
37
回
食
料
品
部
会

▽
８
月
３
日

・
青
年
部
会
熊
本
地
震
被
災
者

支
援
イ
ベ
ン
ト

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
人
材
確

保
図
る福

井
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会 

　

福
井
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
清
水
則
明
会
長
）
は
人
材

確
保
対
策
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
︑
県
内
10
社
の
会

員
事
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
た

４
㌧
車
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ

ク
︵
写
真
㊦
︶
10
台
を
走
行

さ
せ
る
と
と
も
に
︑
業
界
Ｐ

Ｒ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト︵
写
真
㊤
︶

を
作
成
・
配
布
し
て
い
る
︒

　

同
ト
ラ
ッ
ク
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
デ
ザ
イ
ン
は
︑
①
ト
ラ
ガ

ー
ル
②
ト
ラ
ッ
ク
は
生
活（
く

ら
し
）
と
経
済
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
③
Ｇ
マ
ー
ク
（
安
全
性

優
良
事
業
所
認
定
）
︱
︱
の

３
種
類
︒
後
方
の
ド
ア
部
分

に
鮮
や
か
な
黄
色
地
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
施
し
︑
当
該
車
両

を
運
行
し
て
い
る
事
業
者
名

と
連
絡
先
を
明
記
す
る
こ
と

で
︑
走
る
求
人
広
告
と
し
て

活
用
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
関
し
て
は
︑
県
内
の
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
や
高
等
学
校
︑
求

人
説
明
会
等
で
使
用
す
る
た

め
の
も
の（
Ａ
３
判
・
両
面
）

と
︑
会
員
事
業
者
が
リ
ク
ル

ー
ト
に
活
用
す
る
た
め
の
も
の

（
Ａ
４
判
・
片
面
）
を
そ
れ

ぞ
れ
３
０
０
０
部
︑
計
６
０
０

０
部
を
作
成
︒
会
員
事
業
者

に
対
し
︑
求
人
説
明
会
な
ど

で
の
活
用
を
促
し
て
い
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

大
分
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

大
分
Ｔ
Ｓ
は
︑
７
月
18

日
（
祝
・
月
曜
）︑
終
日

休
館
（
※
ト
イ
レ
は
利
用

可
能
）
と
な
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑﹁
平
成
28
年
度
引
越
事

業
者
優
良
認
定
制
度
﹂
の
申

請
を
︑
８
月
１
日
㈪
か
ら
８

月
15
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
受
け
付
け
る
︒

　

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
内﹁
引
越
事
業
者
優
良

認
定
制
度
﹂
か
ら
申
請
書
類

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
（
頒
布

締
め
切
り
＝
８
月
15
日
㈪
）︑

必
要
書
類
・
資
料
を
取
り
ま

と
め
︑
全
ト
協
宛
て
に
書
留

郵
便
に
て
送
付
す
る
必
要
が

あ
る
︒

　

８
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

審
査
を
行
い
︑
全
て
の
申
請

者
に
対
し
て
12
月
中
旬
頃
に

郵
送
で
結
果
を
通
知
す
る
と

と
も
に
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
で
認

定
事
業
者
の
公
表
を
行
う
︒

７
月
29
日
ま
で

事
前
相
談
窓
口

　

７
月
29
日
ま
で
︑
申
請
に

関
す
る
事
前
相
談
窓
口
を
設

置
し
書
類
の
事
前
確
認
を
行

っ
て
い
る
（
☎
03
・
３
３
５
４

・
１
０
３
８　

輸
送
事
業
部
）︒

者
と
す
る
死
亡
事
故
件
数
は

１
１
３
件
と
︑
前
年
同
期
比

で
23
件
減
少
し
た
︒

　

な
お
︑
５
月
単
月
の
件
数

は
︑
大
型
車
10
件
（
前
年
同

期
比
▲
１
件
）︑
中
型
車
９
件

（
同
▲
１
件
）︑
普
通
車
２
件

（
同
＋
２
件
）
で
︑
昨
年
と

同
数
と
な
っ
た
︒

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
死
亡
事

故
23
件
減
少

平
成
28
年
５
月
末

　

警
察
庁
が
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
﹁
交
通
事
故
統
計
（
平

成
28
年
５
月
末
）﹂
に
よ
る

と
︑
28
年
５
月
末
ま
で
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
第
一
当
事

団
体
に
送
付
し
︑
国
土
交
通

省
か
ら
は
日
本
経
済
団
体
連

合
会
︑
全
国
中
小
企
業
団
体

中
央
会
な
ど
関
係
機
関
を
通

じ
て
︑
各
企
業
へ
の
配
布
お

よ
び
広
報
誌
へ
の
掲
載
を
依

頼
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
も
同
チ
ラ
シ
を

折
り
込
み
︑
事
業
者
か
ら
取

引
先
荷
主
へ
配
布
す
る
よ
う

協
力
を
求
め
て
い
る
︒

第58回海上コンテナ部会（７月７日、横浜ロイヤ
ルパークホテル）

第34回セメント部会（７月８日、全ト協）

第71回鉄鋼部会（７月５日、ANAクラウンプラザ
ホテル岡山）

過労運転や無理な運行は大きな事故につながります。

荷主がトラック事業者に対して、労働時間等のルールが守れ�
なくなる行為を強要すると、荷主勧告の対象となり、荷主名が
公表される場合があります。

荷物の準備ができていないから、
出発時間があと2時間遅れるけど、
到着時間はそのままで頼むよ。

�いつも手待ち時間が
発生していますので、

改善して
いただけませんか。

重量オーバーに
なるかもしれないけど、
追加でこの荷物も積んで

運んでくれる？

この荷物を
積んだら
出発時間も
遅くなるし、

過積載になって
しまうなぁ…

休憩なしで走り続けても
間に合うかどうか…

そんなことを言うのは
キミの会社だけだよ。

❹ 積込み前に貨物量を増やすような急な依頼

❷ 手待ち時間の恒常的な発生

❸ やむを得ない遅延に対するペナルティの設定

❶ 非合理な到着時間の設定

すみません！

理由はどうあれ
遅れたから運賃を
減額するよ。

時間設定や
積込場所を
変えるなど

事故渋滞がひどくて
遅くなってしまいました。

● 労働時間のルール「改善基準告示」厚生労働大臣が定めた基準です

● 荷主勧告制度の概要

拘 束 時 間
（始業から終業までの時間）

・1日　原則 13時間以内　
　　　　最大16時間以内（15時間超えは１週間2回以内）
・1か月　293時間以内

休 息 期 間
（勤務と次の勤務の間の自由な時間）

・継続８時間以上

運 転 時 間 ・2日平均で、1日あたり9時間以内　　
・2週間平均で、1週間あたり44時間以内

連 続 運 転 時 間 ・�4 時間以内

過労運転への荷主の関与が判明すると
荷主名が公表されます

荷主の皆様へ ご存知ですか？
トラックドライバーの

労働時間のルールを

荷
主
の
主
体
的
な
関
与
が

認
め
ら
れ
る
場
合

過労運転防止違反
最高速度違反
過積載運行　等

荷主からの
労働時間等の
ルールを無視した
指示・強要

違反行為

荷主勧告
荷主名及び

事案の概要を公表

（貨物自動車運送事業法第 64条）

国土交通省から荷主勧告書が発出されます

詳しくは厚生労働省のHP（http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/kantoku/040330-10.html）をご覧ください。

第
４
回
税
制
・
交
付
金

委
員
会
︵
７
月
13
日
、

全
ト
協
︶

平
成
29
年
度
税
制
改
正
・
予
算
要

望
事
項
・
活
動
計
画
案
を
承
認

第
４
回
税
制
・
交
付
金
委
員
会

「引越安心マーク」
８月１日㈪～８月15日㈪

申請受付開始迫る
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2016.7.1—
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物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

若
い
人
が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
な
り
た
が
ら
な
い
︒
ド
ラ
イ

バ
ー
の
平
均
年
齢
も
年
々
高
く
な

っ
て
い
る
︒
た
し
か
に
業
界
全
体

と
し
て
み
れ
ば
︑
そ
う
か
も
し
れ

な
い
︒
だ
が
︑
個
別
に
み
る
と
︑

若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
く
い
る
中

小
事
業
者
も
存
在
す
る
︒
普
通
の

運
送
会
社
な
の
だ
が
︑
そ
の
よ
う

な
事
業
者
は
﹁
募
集
に
は
困
っ
て

い
な
い
﹂
と
い
う
点
で
共
通
し
て

い
る
︒

　

半
年
ほ
ど
前
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

が
約
40
人
規
模
の
︑
あ
る
地
方
の

事
業
者
を
訪
ね
た
︒
若
い
人
た
ち

が
多
か
っ
た
の
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
年
齢
構
成
を
聞
い
て
み
た
︒
す

る
と
︑
几
帳
面
に
も
従
業
員
台
帳

を
確
認
し
︑
年
齢
別
の
メ
モ
を
作

成
し
て
く
れ
た
︒
そ
れ
に
よ
る
と
︑

20
歳
代
24
％
︑
30
歳
代
17
％
︑

40
歳
代
40
％
︑
50
歳
以
上
19
％

で
あ
っ
た
︒
40
歳
代
が

４
割
と
多
く
︑
50
歳
以

上
を
含
め
る
と
約
６
割

が
40
歳
以
上
に
な
る
︒

だ
が
︑
20
歳
代
も
約
４

分
の
１
で
︑
30
歳
代
と

合
わ
せ
る
と
20
代
︑
30

代
で
４
割
を
占
め
る
︒

　

こ
の
事
業
者
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
以
外
の
業

務
は
行
っ
て
い
な
い
︒
地
方
の

典
型
的
な
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
で
あ
る
︒
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
︑
な
ぜ
若
い
人
が
比

較
的
多
い
の
だ
ろ
う
か
︒
経
営

者
に
聞
い
て
も
︑
仕
事
面
で
普

通
の
運
送
業
務
以
外
の
何
か
を

し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
︒
ま

た
︑
募
集
や
労

務
管
理
な
ど
も
︑

特
別
の
こ
と
を

し
て
い
な
い
︒

だ
が
︑
ほ
と
ん

ど
従
業
員
が
辞

め
な
い
し
︑
増

車
に
伴
っ
て
募

集
す
る
場
合
で

も
採
用
に
困
ら

な
い
と
い
う
︒

　

同
じ
よ
う
な

中
小
事
業
者
を

何
社
か
取
材
し

て
感
じ
る
共
通

点
は
︑
経
営
者

が
普
通
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
会
社

の
﹁
お
や
じ
﹂
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
点
で
あ
る
︒
特
別
な
経
営

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
︑

そ
も
そ
も
経
営
者
と
い
う
よ
り

﹁
運
送
屋
の
お
や
じ
﹂
と
表
現

し
た
ほ
う
が
似
合
う
タ
イ
プ
だ
︒

そ
の
た
め
︑
日
常
が
全
て
﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
目
線
﹂な
の
か
も
し
れ
な
い
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
す
る
と
︑
経
営

者
は
﹁
お
や
じ
﹂
や
﹁
兄
貴
﹂
の

よ
う
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
と
思

う
︒

　

同
社
で
居
合
わ
せ
た
20
歳
代
の

ド
ラ
イ
バ
ー
２
人
に
話
を
聞
い
て

み
た
︒
１
人
（
25
歳
）
は
隣
町
の

出
身
で
︑
工
場
に
勤
め
て
い
た
︒

も
う
１
人
（
23
歳
）
は
市
内
の
出

身
で
︑
設
備
関
係
の
工
事
の
仕
事

を
し
て
い
た
と
い
う
︒
そ
れ
ぞ
れ

入
社
し
た
経
緯
や
動
機
は
違
う
が
︑

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
仕
事
が
好

き
﹂
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
若
い
人
た
ち
が
多
い

職
場
な
の
で
︑
２
人
と
も
社
内
の

雰
囲
気
も
好
き
で
︑
時
に
は
皆
で

連
れ
立
っ
て
食
事
を
し
に
行
く
の

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
︒

た
し
か
に
︑
休
憩
室
な
ど
を
の
ぞ

い
て
も
︑
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人

た
ち
は
仲
が
よ
さ
そ
う
だ
︒

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
︑
企
業
的

経
営
を
追
求
す
る
な
ら
徹
底
す
る
︑

そ
う
で
な
け
れ
ば
下
手
に
飾
る
こ

と
な
く
﹁
運
送
屋
﹂
的
経
営
を

貫
く
︒
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
を
確
保

す
る
上
で
も
︑
そ
の
ど
ち
ら
か
に

徹
す
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
思
え
る
︒

第
167
回

「企業経営」か「運送屋」かの徹底

Ａ�

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長

時
間
労
働
是
正
も
対
象
に

︻
解
説
︼
も
と
も
と
︑
下
請
取
引
の

適
正
化
に
つ
い
て
は
︑
下
請
事
業
者
の

経
営
の
安
定
・
健
全
性
を
確
保
す
る

た
め
に
重
要
で
あ
り
︑
労
働
者
の
労

働
条
件
の
確
保
・
改
善
に
も
資
す
る

た
め
︑
厚
生
労
働
省
で
は
︑
平
成
20

年
12
月
か
ら
︑
公
正
取
引
委
員
会
・

経
済
産
業
省
と
の
通
報
制
度
等
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
こ
の
６

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
﹁
ニ
ッ
ポ
ン
一

億
総
活
躍
プ
ラ
ン
﹂
に
お
い
て
︑
長

　
最
近
、
下
請
取
引
の
適
正
化

に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
通
報

制
度
」
が
拡
充
さ
れ
た
そ
う
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す

か
。

 第119回 

下請取引適正化の「通
報制度」拡充の内容は

時
間
労
働
を
是
正
す
る
た
め
︑﹁
親

事
業
者
の
下
請
代
金
法
・
独
占
禁
止

法
違
反
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
︑
下
請

な
ど
の
取
引
条
件
に
も
踏
み
込
ん
だ

仕
組
み
を
構
築
す
る
﹂
と
さ
れ
た
こ

と
か
ら
︑
通
報
制
度
の
対
象
に
ト
ラ

ッ
ク
運
送
関
係
を
加
え
る
な
ど
拡
充

を
図
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
︒

　

通
報
制
度
は
こ
れ
ま
で
︑
都
道
府

県
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督
署
な
ど

の
労
働
基
準
監
督
機
関
が
︑
事
業
場

に
対
す
る
監
督
指
導
を
実
施
し
た
結

果
︑
①
労
働
基
準
法
第
24
条
（
賃
金

の
支
払
）
違
反
等
の
労
働
基
準
関
係

法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
︑
②
そ
の
背

景
に
親
事
業
者
に
よ
る
い
わ
ゆ
る﹁
下

請
た
た
き
﹂
に
当
た
る
下
請
代
金
支

払
遅
延
等
防
止
法
（
下
請
法
）
第
４

条
の
違
反
行
為
に
該
当
す
る
行
為
の

存
在
が
疑
わ
れ
︑
③
下
請
事
業
者
が

希
望
し
た
場
合
︱
︱
に
︑
公
取
委
ま

た
は
経
産
省
に
通
報
す
る
と
い
う
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
今
回
は

さ
ら
に
︑
①
に
労
基
法
第
32
条
（
労

働
時
間
）
違
反
等
︑
②
に
特
定
荷
主

に
よ
る
物
流
特
殊
指
定
に
該
当
す
る

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の

確
保
に
関
す
る
法
律
（
独
占
禁
止
法
）

第
19
条
の
違
反
行
為
に
該
当
す
る
行

為
︑
③
に
特
定
物
流
事
業
者
︱
︱
が
︑

そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し
て
加
え
ら
れ
ま

し
た
︒

　

法
令
違
反
事
項
の
詳
細
を
見
る
と
︑

労
基
法
第
24
条
と
第
32
条
の
ほ
か
に
︑

同
法
第
23
条
（
金
品
の
返
還
）︑
第

35
条
（
休
日
）︑
第
37
条
（
時
間
外
︑

休
日
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
）
と
最

低
賃
金
法
第
４
条
（
最
低
賃
金
の
効

力
）
の
違
反
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

た
だ
し
︑
軽
微
な
法
違
反
は
除
か
れ

ま
す
︒

　

な
お
︑
こ
れ
ら
に
加
え
︑
厚
労
省

で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
い
て
︑

コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
適
正
な
運
賃
が

収
受
で
き
な
い
一
方
︑
荷
主
側
の
都

合
に
よ
る
長
時
間
の
手
待
ち
時
間
発

生
な
ど
の
取
引
環
境
を
背
景
に
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
長
時
間
労
働

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
実
態
か
ら
︑

荷
主
も
含
む
課
題
検
討
の
場
と
し
て
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環

境
・
労
働
時
間
改
善
協
議
会
﹂（
メ

ン
バ
ー
に
学
識
経
験
者
︑
荷
主
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
︑
経
済
団
体
︑

労
働
者
団
体
︑
行
政
）
を
設
置
し
︑

昨
年
か
ら
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
︒

　

同
協
議
会
で
は
︑
荷
主
と
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
︑

長
時
間
労
働
の
抑
制
に
取
り
組
ん
だ

事
例
の
共
有
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
る

ほ
か
︑
荷
主
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
協
働
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
抑
制
に
取
り

組
む﹁
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業（
実
証
実
験
）﹂

を
28
年
度
か
ら
29
年
度
に
か
け
て
全

都
道
府
県
で
実
施
し
︑
30
年
度
に
は
︑

そ
れ
ら
を
基
に
作
成
さ
れ
た
﹁
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
﹂
の
荷
主
や
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
に
対
す
る
周
知
に
取
り
組

む
と
し
て
い
ま
す
︒

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

天
然
ガ
ス
自
動
車
（
Ｎ
Ｇ
Ｖ
）

普
及
を
促
進
す
る
上
で
︑
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
と
Ｎ
Ｇ
Ｖ
の
車
両
価
格
差

の
縮
小
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
︒

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
︑
燃
料
容

器
︵
図
︶の
コ
ス
ト
低
減
が
あ
る
︒

燃
料
容
器
の
コ
ス
ト
低
減
の
た
め

に
は
︑
容
器
寿
命
を
延
長
す
る
こ

と
︑
あ
る
い
は
大
量
普
及
し
て
い

る
安
価
な
海
外
容
器
を
導
入
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
︒

　
﹁
容
器
寿
命
の
延
長
﹂
に
つ
い
て

は
︑
国
内
で
は
︑
燃
料
容
器
は
高

圧
ガ
ス
保
安
法
に
て
15
年
の
寿
命

が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
︑
国
連
規

格
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
１
４
３
９
等
の
海

外
規
格
で
は
︑
20
年
の
寿
命
が
一

般
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
比
較
検

討
が
必
要
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
Ｎ
Ｇ
Ｖ
が
日
本
よ
り
も

普
及
し
て
い
る
海
外
で
は
︑
量
産

効
果
に
よ
っ
て
日
本
よ
り
安
価
な

海
外
容
器
の
調
達
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
︑﹁
海
外
容
器
の
導
入
﹂

を
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
︒

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
︑
海
外
規
格
と
の
調
和
に
向

け
て
次
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

き
た
︒

　

海
外
規
格
（
特
に
国
連
規
格
）

と
の
調
和
に
つ
い
て
は
︑
Ｎ
Ｇ
Ｖ

に
先
行
し
て
︑
水
素
・
燃
料
電
池

自
動
車
に
係
る
検
討
が
行
わ
れ
た

結
果
︑
国
連
規
格
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
１
３

４
）
に
対
応
す
る
国
内
法
規
が
︑

昨
年
６
月
の
国
連
規
格
発
効
か
ら

１
年
後
の
本
年
６
月
30
日
に
︑
公

布
・
施
行
さ
れ
た
︒

　

一
方
︑
Ｎ
Ｇ
Ｖ
に
関
す
る
国
連

規
格
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
１
１
０
）
に
つ
い

て
は
︑（
一
社
）
日
本
ガ
ス
協
会
に

設
置
さ
れ
た
容
器
研
究
会
に
お
い

て
︑
平
成
25
年
よ
り
︑
同
規
格
の

安
全
性
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

そ
の
結
果
︑
一
部
改
正
す
べ
き
事

項
が
確
認
さ
れ
た
た
め
︑
国
連
の

会
議
に
日
本
か
ら
改
正
提
案
を
提

出
し
た
︒
同
会
議
で
の
議
論
を
経

て
︑
日
本
の
改
正
提
案
は
本
年
３

月
に
国
連
で
採
択
さ
れ
︑
本
年
10

月
に
発
効
予
定
で
あ
る
︒
こ
れ
を

受
け
︑
同
規
格
を
わ
が
国
に
導
入

す
る
た
め
に
︑
水
素
・
燃
料
電
池

自
動
車
の
取
り
組
み
期
間
と
同

様
︑
平
成
29
年
中
頃
ま
で
に
高
圧

ガ
ス
保
安
法
令
が
整
備
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
︒

　

Ｕ
Ｎ
Ｒ
１
１
０
の
主
な
改
正
点

は
︑
①
溶
接
容
器
の
除
外
︑
②
高

張
力
鋼
の
強
度
上
限
の
設
定
︑
③

燃
料
容
器
へ
の
表
示
内
容
の
追
加

等
で
あ
る
︒

　

Ｎ
Ｇ
Ｖ
を
活
用
す
る
運
送
事
業

者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
以
下
に

ま
と
め
る
︒

①
20
年
寿
命
容
器
の
導
入

　

海
外
基
準
と
の
調
和
に
よ
り
日

本
に
導
入
さ
れ
る
国
連
規
格
（
Ｕ

Ｎ
Ｒ
１
１
０
）
が
発
効
さ
れ
︑
同

規
格
が
国
内
法
に
導
入
さ
れ
れ

ば
︑
同
規
格
に
準
拠
し
て
︑
日
本

で
も
20
年
容
器
の
認
証
取
得
が
可

能
と
な
る
︒

　

現
状
で
は
︑
国
内
法
に
従
い
︑

容
器
寿
命
は
15
年
で
あ
る
た
め
︑

車
両
寿
命
が
15
年
を
超
え
る
運
送

事
業
者
の
場
合
︑
容
器
寿
命
が
制

約
と
な
り
︑
15
年
で
の
廃
車
︑
あ

る
い
は
︑
新
品
容
器
へ
の
載
せ
替

え
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
︒
海
外

規
格
と
の
調
和
に
よ
り
︑
容
器
寿

命
が
20
年
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
た
め
︑
相
対
的
に
容
器
コ
ス

ト
の
低
減
が
期
待
さ
れ
る
︒

② 
Ｅ
マ
ー
ク
が
刻
印
さ
れ
た
海
外
容

器
の
導
入

　

現
状
で
は
︑
国
内
法
に
適
合
し

た
容
器
の
み
が
Ｎ
Ｇ
Ｖ
に
搭
載
可

能
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
海
外
容

器
は
︑
国
内
法
に
基
づ
い

て
認
証
を
取
得
す
る
必
要

が
あ
る
︒
今
後
︑
海
外
規

格
と
の
調
和
に
よ
り
︑
高

圧
ガ
ス
保
安
法
令
が
整
備

さ
れ
れ
ば
︑
国
連
規
格
を

満
た
し
た
安
価
な
海
外
容

器
が
そ
の
ま
ま
導
入
で
き

る
こ
と
に
な
る
︒

　

次
回
は
︑
規
制
緩
和
を

先
取
り
し
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
コ
ン

テ
イ
ナ
ー
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
す
る
︒
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送
事
業
者
や
荷
主
等
か
ら
幅

広
い
意
見
を
聴
取
す
る
方
向

性
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
︑

③
に
つ
い
て
は
適
正
な
コ
ス

ト
収
受
を
図
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
方
策
が
考
え
ら
れ
る

か
︑
具
体
的
に
検
討
を
進
め

る
こ
と
と
な
っ
た
︒
な
お
︑

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
つ
い
て
は
︑

秋
頃
を
め
ど
に
開
催
さ
れ
る

次
回
検
討
会
で
︑
制
度
設
計

を
検
討
し
た
上
で
実
施
さ
れ

る
見
込
み
︒

Ｉ
Ｔ
点
呼
の
要
件
緩
和

Ｇ
マ
ー
ク
未
取
得
も
Ｏ
Ｋ

　

国
土
交
通
省
は
７
月
１

日
︑
Ｇ
マ
ー
ク
未
取
得
の
営

業
所
で
も
︑
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
Ｉ
Ｔ
点
呼
の
実
施

を
認
め
る
通
達
改
正
を
施
行

し
た
︒

　

要
件
は
︑
①
営
業
所
の
開

設
か
ら
３
年
経
過
し
て
い
る

こ
と
②
過
去
３
年
間
に
第
一

当
事
者
と
な
る
自
動
車
事
故

報
告
規
則
第
２
条
に
掲
げ
る

事
故
を
起
こ
し
て
い
な
い
こ

と
③
過
去
３
年
間
︑
点
呼
違

反
で
行
政
処
分
及
び
警
告
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
④
直
近

の
適
正
化
実
施
機
関
の
巡
回

指
導
で
総
合
評
価
が
Ｄ
︑
Ｅ

以
外
で
︑
点
呼
の
判
定
が

﹁
適
﹂
で
あ
る
こ
と
︑
ま
た

は
巡
回
指
導
時
に
総
合
評
価

が
﹁
Ｄ
︑
Ｅ
﹂︑
点
呼
の
項

目
の
判
定
が
﹁
否
﹂
で
あ
っ

た
も
の
の
︑
３
か
月
以
内
に

改
善
報
告
書
が
提
出
さ
れ
総

合
評
価
が
﹁
Ａ
～
Ｃ
﹂
点
呼

の
項
目
の
判
定
が
﹁
適
﹂
に

改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
︒

　

ま
た
︑
Ｇ
マ
ー
ク
営
業
所

に
限
り
︑
同
一
事
業
者
内
で

運
行
上
や
む
を
得
な
い
場
合

遠
隔
地
等
で
も
︑
運
転
者
が

所
属
す
る
営
業
所
以
外
の
運

行
管
理
者
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
点
呼

を
認
め
る
︒

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
の
要
件
緩
和

は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
今
年
１
月
に
要
望
し
て
い

た
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェッ
ク
の
測
定
結
果
の
記
録

・
保
存
に
つ
い
て
︑
ク
ラ
ウ

ド
型
機
器
で
の
記
録
・
保
存

も
認
め
る
こ
と
に
し
た
︒

安
全
輸
送
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

一
部
改
訂

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の

陸
上
運
送

　

国
土
交
通
省
は
６
月
30

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
︑﹁
国
際
海
上
コ
ン

テ
ナ
の
陸
上
に
お
け
る
安
全

輸
送
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
等
の

一
部
改
訂
を
周
知
す
る
よ
う

要
請
し
た
︒

　

こ
の
改
訂
は
︑
７
月
１
日

に
発
効
し
た
改
正
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｓ
条
約
（
海
上
人
命
安
全
条

約
）
に
︑
国
際
海
上
輸
出
コ

ン
テ
ナ
の
総
重
量
の
確
定
方

法
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴

っ
て
行
わ
れ
た
も
の
︒
同
要

請
を
受
け
全
ト
協
は
︑
各
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通

じ
傘
下
会
員
へ
周
知
を
呼
び

か
け
た
︒

　

改
訂
の
概
要
と
し
て
は
︑

①
輸
出
コ
ン
テ
ナ
に
つ
い
て
︑

コ
ン
テ
ナ
の
荷
送
人
は
コ
ン

テ
ナ
１
本
ご
と
の
重
量
情
報

を
船
長
等
へ
伝
達
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
を

明
記
②
輸
入
コ
ン
テ
ナ
の
受

荷
主
に
対
し
て
︑
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｓ
条
約
非
加
盟
国
の
発
荷
主

に
対
し
て
も
コ
ン
テ
ナ
１
本

ご
と
の
重
量
情
報
提
供
を
依

頼
す
る
よ
う
明
記
︱
︱
と
な

る
︒

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
詳

細
は
︑
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
﹁
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ

の
陸
上
運
送
に
係
る
安
全
対

策
会
議
﹂
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
︒

﹁
自
動
運
転
﹂
で
注
意
喚

起
過
信
せ
ず
安
全
運
転
を

　

国
土
交
通
省
は
７
月
６

日
︑
米
国
で
今
年
５
月
︑﹁
自

動
運
転
﹂
機
能
の
あ
る
車
が

死
亡
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と

を
重
視
し
︑﹁
現
在
実
用
化

さ
れ
て
い
る
﹃
自
動
運
転
﹄

機
能
は
︑﹃
運
転
支
援
技
術
﹄

で
あ
り
︑
完
全
な
自
動
運
転

で
は
な
い
﹂
と
し
︑﹁
運
転
者

は
機
能
を
過
信
せ
ず
︑
責
任

を
も
っ
て
安
全
運
転
を
行
う

必
要
が
あ
る
﹂
と
注
意
喚
起

し
た
︒

　

米
国
で
の
事
故
は
︑
テ
ス

ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
社
製
の
自
動

車
が
﹁
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
﹂

機
能
を
使
用
し
て
走
行
中

に
︑
側
方
か
ら
進
入
し
た
ト

レ
ー
ラ
ー
に
突
入
し
︑
運
転

者
が
死
亡
し
た
︒

　

同
省
で
は
﹁
運
転
者
が
オ

ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
機
能
を
使

用
中
に
注
意
を
怠
る
こ
と
は

き
わ
め
て
危
険
︒
万
が
一
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
︑

原
則
と
し
て
運
転
者
が
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
る
﹂
と
注

意
を
促
し
て
い
る
︒

特
車
ゴ
ー
ル
ド
で
不
具
合

関
東
地
整
、
出
力
停
止

　

国
土
交
通
省
は
７
月
９

日
︑
特
殊
車
両
通
行
許
可
審

査
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
︑
今
年

１
月
か
ら
運
用
開
始
し
た
特

車
ゴ
ー
ル
ド
申
請
に
つ
い
て
︑

申
請
者
が
申
請
前
に
確
認
で

き
る
大
型
車
誘
導
区
間
の
通

行
条
件
の
算
定
結
果
を
出
力

す
る
際
に
︑
他
の
申
請
者
の

申
請
書
が
一
緒
に
出
力
さ
れ

る
不
具
合
が
発
生
し
た
と
発

表
し
た
︒

　

シ
ス
テ
ム
を
受
け
付
け
て

い
る
関
東
地
方
整
備
局
で

は
︑
７
月
６
日
に
特
車
ゴ
ー

ル
ド
の
大
型
車
誘
導
区
間
算

定
結
果
帳
票
の
出
力
を
停

止
︒
停
止
期
間
中
に
︑
大
型

車
誘
導
区
間
算
定
結
果
帳
票

の
出
力
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス

に
は
︑
個
別
に
相
談
に
応
じ

る
︒

　

す
で
に
出
力
さ
れ
た
大
型

車
誘
導
区
間
算
定
結
果
帳
票

に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で
に
同

様
の
誤
出
力
が
な
か
っ
た
か

を
確
認
中
で
︑
不
具
合
を
確

認
し
た
事
案
に
つ
い
て
は
︑

関
係
者
に
連
絡
し
て
お
詫
び

す
る
と
と
も
に
︑
デ
ー
タ
の

消
去
を
依
頼
し
た
と
い
う
︒

　

同
省
で
は
︑
今
回
の
不
具

合
の
原
因
を
調
査
し
︑
早
急

に
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
と

と
も
に
︑
再
発
防
止
対
策
を

講
じ
る
︑
と
し
て
い
る
︒

適
正
運
賃
・
料
金
収
受
に
向
け
て

第
１
回
検
討
会
を
開
催

　

国
土
交
通
省
は
7
月
13

日
︑
第
1
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検

討
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
平
成
27
年
度

よ
り
︑
学
識
経
験
者
︑
労
働

団
体
︑
経
済
団
体
︑
荷
主
企

業
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

団
体
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
︑
行
政
機
関
な
ど
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労

働
時
間
改
善
中
央
協
議
会
﹂

（
協
議
会
）
を
厚
生
労
働
省

と
共
同
で
設
置
し
︑
現
在
議

論
を
進
め
て
い
る
︒

　

今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
第

３
回
中
央
協
議
会
に
お
い

て
︑
適
正
運
賃
・
料
金
収
受

に
向
け
て
機
動
的
に
議
論
を

進
め
る
こ
と
の
で
き
る
︑
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
︒

　

今
後
︑
本
検
討
会
に
お
い

て
︑
適
正
運
賃
・
料
金
収
受

に
向
け
た
方
策
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
︑
協
議
会
の
議

論
に
活
か
し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
ら
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
︑
坂
本
克
已
副
会
長

と
馬
渡
雅
敏
副
会
長
（
佐
賀

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が

出
席
し
た
︒

　

検
討
会
で
は
︑
運
賃
・
料

金
関
係
の
こ
れ
ま
で
の
議
論

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た

後
︑
独
占
禁
止
法
の
概
要
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
︒
引
き
続

き
︑
今
後
の
議
論
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
︑
①
目
安
と
な

る
運
賃
を
定
め
て
ほ
し
い
②

原
価
計
算
に
基
づ
く
受
注
を

徹
底
す
べ
き
③
運
送
以
外
の

コ
ス
ト
を
適
正
に
収
受
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
︱
︱

と
い
っ
た
運
賃
・
料
金
に
関

し
運
送
事
業
者
か
ら
よ
く
聞

か
れ
る
意
見
を
︑
３
本
柱
に

位
置
付
け
て
検
討
し
た
︒

　

①
②
に
関
し
て
は
︑
ま
ず

実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
︑
運

税
の
軽
減
や
金
融
支
援
の
特

例
措
置
で
支
援
す
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
同
日
︑
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
を
含
む

４
分
野
の
分
野
別
指
針
を
策

定
し
た
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に

関
す
る
指
針
で
は
︑
目
標
と

す
る
指
標
と
し
て
①
運
転
手

の
平
均
労
働
時
間
②
積
載
効

率
③
実
車
率
④
実
働
率
︱
︱

を
挙
げ
︑
こ
の
い
ず
れ
か
を

　

改
訂
版
で
は
︑
交
通
事
故

統
計
を
用
い
た
教
育
に
つ
い

て
加
筆
し
た
ほ
か
︑
積
載
時

と
空
車
時
の
違
い
な
ど
︑
貨

物
の
特
性
を
理
解
し
た
運
転

に
つ
い
て
も
記
述
︒
ま
た
︑

義
務
付
け
ら
れ
た
指
差
し
呼

称
や
安
全
呼
称
に
つ
い
て
加

筆
し
た
ほ
か
︑
事
故
や
車
両

故
障
︑
自
然
災
害
な
ど
の
緊

急
時
に
お
け
る
適
切
な
対
応

に
つ
い
て
も
詳
述
し
た
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
携
帯
電
話
の

使
用
規
制
な
ど
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
の
防
止
策
や
健
康
管

理
に
つ
い
て
も
加
筆
す
る
と

と
も
に
︑
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
な
ど
︑
運
転
支
援
装

置
を
備
え
る
ト
ラ
ッ
ク
の
適

切
な
運
転
方
法
に
つ
い
て
も

新
た
に
記
述
し
た
︒

　

な
お
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
お
よ
び
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
Ｈ
Ｐ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
︒

３
年
間
で
２
％
以
上
改
善
す

る
こ
と
を
求
め
た
︒

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

方
策
と
し
て
は
︑
運
転
免
許

等
の
資
格
取
得
支
援
制
度
の

充
実
︑荷
役
作
業
の
効
率
化
︑

他
事
業
者
と
の
共
同
輸
配
送

の
実
施
︑
求
荷
・
求
車
シ
ス

テ
ム
の
活
用
︑
配
車
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
を
示
し

た
︒

受
け
付
け
て
い
る
︒

　

例
え
ば
︑
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
の
た
め
の
具
体

的
な
方
法
な
ど
に
つ
い
て
︑

社
会
保
険
労
務
士
や
中
小
企

業
診
断
士
に
よ
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
り
︑
作

業
時
間
短
縮
の
た
め
自
動
洗

車
機
な
ど
を
導
入
し
た
り
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
所
定
外
労

働
時
間
の
削
減
な
ど
の
成
果

目
標
を
達
成
し
た
場
合
︑
取

り
組
み
に
要
し
た
経
費
の
４

分
の
３
が
助
成
さ
れ
る
（
上

限
額
１
０
０
万
円
）︒

　

申
請
締
め
切
り
は
10
月
17

日
㈪
︒
申
請
・
お
問
い
合
わ

せ
は
各
都
道
府
県
の
労
働
局

ま
で
︒

中
小
経
営
強
化
法
施
行

ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
も
指
針

　

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法

が
７
月
１
日
︑施
行
さ
れ
た
︒

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

・
中
堅
企
業
の
経
営
を
強
化

す
る
た
め
︑
事
業
所
管
大
臣

が
事
業
分
野
ご
と
に
指
針
を

策
定
し
︑
計
画
の
認
定
を
受

け
た
事
業
者
に
対
し
て
︑
機

械
お
よ
び
装
置
の
固
定
資
産

　

国
土
交
通
省
は
６
月
30

日
︑
事
業
用
自
動
車
の
運
転

者
に
対
す
る
指
導
・
監
督
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
し
た
︒

　

18
歳
で
取
得
で
き
る
﹁
準

中
型
免
許
﹂
の
創
設
︵
１
面

に
関
連
︶
に
伴
い
︑
指
導
・

監
督
の
指
針
（
告
示
）
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
︑

そ
の
内
容
を
反
映
さ
せ
た
も

の
︒

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
︑
同
指
針

で
定
め
ら
れ
た
内
容
を
分
か

り
や
す
く
記
述
し
た
も
の

で
︑
概
要
編
の
第
１
編
と
本

編
の
第
２
編
と
で
構
成
さ
れ
︑

日
常
的
に
は
第
１
編
を
活
用

し
︑
第
２
編
は
詳
細
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
し
て
活
用
す
る
よ
う

促
し
て
い
る
︒

運
転
者
指
導
・
監
督
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂

﹁
職
場
意
識
改
善
助
成

金
﹂
申
請
受
付
中

中
小
企
業
事
業
主
を
支
援

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
年
次

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
や
所

定
外
労
働
時
間
の
削
減
へ
の

取
り
組
み
に
要
し
た
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
﹁
職
場
意

識
改
善
助
成
金
﹂
の
申
請
を

第1回トラック運送業の適正運賃・料金検討会
（7月13日、国土交通省）
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動
態
管
理
は
︑
携
帯
電
話

や
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
な
ど
の
無
線

通
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
︑
事
務
所
と
車
両
を
接
続

し
︑車
両
の
様
々
な
情
報
（
車

両
の
位
置
︑
納
品
先
へ
の
ル

ー
ト
︑
積
荷
の
状
態
︑
庫
内

温
度
︑
運
行
状
況
な
ど
）
を

取
得
し
︑
運
行
管
理
に
活
用

す
る
こ
と
で
︑
安
全
性
︑
輸

送
品
質
︑
輸
送
効
率
を
向
上

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
︒

既
に
実
用
化
か
ら
20
年
以
上

が
経
過
し
︑
現
在
で
は
車
両

か
ら
の
デ
ー
タ
通
信
も
低
価

格
で
利
用
で
き
︑
導
入
例
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
︒

　

車
載
機
と
し
て
は
︑
動
態

管
理
専
用
機
や
デ
ジ
タ
ル
タ

コ
グ
ラ
フ
︑
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

置
や
運
転
状
況
の
情
報
を
知

る
こ
と
で
︑
運
行
管
理
者
が

運
転
者
に
適
切
な
指
導
を
与

え
た
り
︑
配
送
ル
ー
ト
上
の

道
路
情
報
や
注
意
情
報
を
通

知
す
る
こ
と
で
︑
運
転
者
が

適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
で

き
る
︒

　

輸
送
品
質
で
は
︑
予
定
到

着
時
刻
な
ど
を
把
握
し
て
︑

納
品
先
に
事
前
の
情
報
提
供

を
行
っ
た
り
︑
急
な
集
配
送

が
あ
る
場
合
に
︑
車
両
の
位

置
を
調
べ
て
立
ち
寄
り
可
能

な
車
両
に
運
行
指
示
を
送
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
︒
ま
た
︑

　

運
送
事
業
者
と
し
て
の
動

態
管
理
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
︑

﹁
安
全
性
﹂︑﹁
輸
送
品
質
﹂︑

﹁
輸
送
効
率
﹂
の
向
上
に
あ

る
︒

　

安
全
性
で
は
︑
車
両
の
位

　

こ
れ
ま
で
運
転
者
は
︑
車

両
運
行
の
全
て
を
任
さ
れ
て

き
た
が
︑
動
態
管
理
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
で
︑
運
転
者
の

行
動
が
監
視
さ
れ
る
と
い
う

意
識
を
も
つ
人
も
い
る
︒
運

転
者
に
と
っ
て
は
新
た
な
ス

ト
レ
ス
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
︒
ま
た
︑
車
両
運
行
の
状

況
を
登
録
す
る
た
め
︑
車
載

情
報
機
器
の
複
雑
な
操
作
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
︑

運
転
者
に
と
っ
て
負
担
が
増

加
す
る
と
考
え
る
人
も
少
な

く
な
い
︒

　

動
態
管
理
が
ど
ん
な
目
的

の
た
め
に
導
入
さ
れ
︑
会
社

に
と
っ
て
︑
運
転
者
に
と

　

動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
︑
営
業
所

を
出
発
し
た
車
両
の
位
置
や
運
行
状
況
︑

荷
物
の
状
況
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
﹁
見
え
る
化
﹂
が
図
ら
れ
︑
顧

客
に
よ
り
良
質
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
動
態
管
理
の
機
器
構

成
や
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
活
用
の
メ

リ
ッ
ト
︑導
入
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
︑

ま
た
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
の
最
新
ト
レ

ン
ド
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
約
９
割
は
中
小
企

業
で
占
め
ら
れ
て
お
り
︑
そ
の
大
半
が
厳
し

い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
環
境
に
対
応
し
︑
経
営
を
安
定
さ

せ
て
運
送
事
業
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
︑

Ｉ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
経
営
効
率
を
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
︒

　

近
年
︑
Ｉ
Ｔ
技
術
は
飛
躍
的
に
進
化
を
遂

げ
て
お
り
︑
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
て
Ｉ

Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
運
送
事
業
者

も
増
え
て
き
て
い
る
︒
一
方
で
︑﹁
Ｉ
Ｔ
で

何
が
で
き
る
の
か
分
か
ら
な
い
﹂
と
い
っ
た

初
歩
の
レ
ベ
ル
で
の
疑
問
を
抱
え
て
い
る
運

送
事
業
者
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
２
回
に
わ
た
り
︑

中
小
運
送
事
業
者
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用
策
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
︒

　

前
回
（
７
月
１
日
号
）
紹
介
し
た
﹁
Ｉ
Ｔ

点
呼
﹂
に
続
き
︑
今
回
は
﹁
動
態
管
理
シ
ス

テ
ム
﹂
を
取
り
上
げ
︑
Ｉ
Ｔ
化
の
利
点
や
導

入
時
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
︑
㈱
近
代
経

営
シ
ス
テ
ム
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
の
森

高
弘
純
氏
に
説
明
し
て
い
た
だ
く
︒

あ
動態管理に必要な機器・設備

＜動態管理システムには、大きく次の 3つのパターンがあります。導入目的に合わせて機器を検討する必要があります＞

・車載端末
動態管理システム用の車載端末を車両に
装備します。車載端末には、GPS 機能、
携帯電話のデータ通信機能、データ保存
機能などが搭載されています。

・動態管理用ソフトウェア
車載端末から送信されたデータをインター
ネット経由で取得し、運行管理者のパソコ
ンに車両の運行状況を表示します。

 ・車載端末
高性能のデジタコやドラレコには、GPS 機
能が搭載されていたり、オプションとして追
加することができる機種があります。

 ・動態管理用ソフトウェアオプション
デジタコやドラレコのソフトウェアに、動態
管理の機能を追加することで利用できます。

 ・スマートフォン、タブレット
車載端末の機器を使用せ
ずに、スマートフォンやタブ
レットの通信機能を使用することもできます。

 ・スマートフォン、タブレット用アプリ
車載端末として使用するスマートフォンやタ
ブレット用のアプリをダウンロードしてインス
トールします。アプリでは、配送状態を入
力したり、営業所とのメッセージのやり取り
ができます。

 ・動態管理用クラウドサービス契約
営業所側では、ソフトウェアをパソコンにイ
ンストールせず、動態管理システムをクラウ
ドサービスとして利用します。営業所では、
インターネットに接続できるパソコンを利用
し、サービスの契約先に接続することで、
スマートフォン、タブレットの位置や車両状
況を表示することができます。

①動態管理システム単独（専用）で
　導入するケース

②デジタルタコグラフや
　ドライブレコーダのオプション
　として導入するケース

③スマートフォン、
　タブレットを使用するケース

高
品
質
輸
送
が
求
め
ら
れ
る

低
温
輸
送
や
精
密
機
器
輸

送
︑
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
輸
送
に

お
い
て
は
︑
車
両
位
置
情
報

以
外
に
も
庫
内
温
度
︑
振
動

デ
ー
タ
︑
荷
物
画
像
な
ど
を

記
録
し
た
り
︑
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
事

務
所
や
顧
客
に
示
す
こ
と
も

可
能
に
な
っ
て
い
る
︒

　

輸
送
効
率
の
面
で
は
︑
運

行
中
の
全
車
両
の
運
行
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
し
︑

行
き
先
や
納
品
順
序
︑
ル
ー

ト
な
ど
を
状
況
に
応
じ
て
最

適
化
す
る
こ
と
で
︑積
載
率
︑

実
車
率
︑
回
転
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
︒

従
来
は
︑
一
旦
事
務
所
を
出

発
し
た
車
両
の
運
行
は
︑
運

転
者
の
技
能
や
経
験
に
任
さ

れ
て
き
た
が
︑
車
両
と
事
務

所
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続

さ
れ
︑
デ
ー
タ
通
信
が
可
能

に
な
っ
た
現
在
で
は
︑
様
々

な
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が
進
め

ら
れ
て
い
る
︒

ー
ダ
に
拡
張
機
能
と
し
て
搭

載
さ
れ
た
も
の
︑
ま
た
︑
携

帯
電
話
︑
タ
ブ
レ
ッ
ト
︑
車

載
用
パ
ソ
コ
ン
（
Ｐ
Ｃ
）
な

ど
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
が
付
属
し
た

機
器
に
専
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
搭
載
し
た
も
の
な
ど
が
あ

る
︒
ま
た
︑事
務
所
側
で
は
︑

パ
ソ
コ
ン
︑
サ
ー
バ
ー
︑
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
使

用
し
て
車
両
の
位
置
や
付
帯

情
報
を
通
信
サ
ー
ビ
ス
で
取

得
し
︑
運
行
管
理
の
様
々
な

機
能
・
役
割
を
果
た
し
て
い

る
︵
詳
細
別
項
︶︒

中
小
運
送
事
業
者
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
推
進
特
集

『動態管理システム』
第2回

動
態
管
理
と
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を
活
用

様
々
な
車
両
情
報
を
即
座
に
把
握

動
態
管
理
導
入
の
注
意
点

運
転
者
に
機
能
や
目
的
を
理
解
さ
せ

導
入
効
果
の
最
大
化
を
図
る

動
態
管
理
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

導
入
に
よ
り
改
善
が
期
待
さ
れ
る

「
安
全
性
」「
輸
送
品
質
」「
輸
送
効
率
」

⬆

運
行
状
況
を
随
時
取
得
　
輸
送
を「
見
え
る
化
」

㈱
近
代
経
営
シ
ス
テ
ム
研
究
所 

代
表
取
締
役　

森
高 

弘
純
氏

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り
安
全
性
や
輸
送
効
率
が
格
段
に
ア
ッ
プ

動 態 管 理
導入ＡtoＺ

事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
で
様
々
な
車
両
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
入
手
で
き
る

画
面
上
に
車
両
の
現
在
位
置
な
ど
が

表
示
さ
れ
る
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機器・システム・事業 事業主体 内容 助成額（1台当たり）

ドライブレコーダ機器等
導入促進助成事業

全ト協・
都道府県ト協

ドライブレコーダ普及促進を図るため、 簡
易型、標準型、運行管理連携型、スマート
フォン活用型の４タイプの機器導入につい
て助成

全ト協：3 千円～ 2 万円
都道府県ト協：協会による

安全装置等
導入促進助成事業

後方視野確認支援装置
（バックアイカメラ）

後退時の後方視野が確保できること等の条
件を満たす機能を有する装置導入について
助成

全ト協：1 万円
都道府県ト協：協会による

アルコール
インターロック

国土交通省の技術指針に適合する呼気吹込
み式アルコールインターロック導入につい
て助成

アルコール検知器
IT 機器を活用した遠隔地で行う点呼用携帯
型アルコール検知器導入について助成（G
マーク事業所のみ）

アイドリングストップ支援機器
導入促進助成事業

アイドリングストップ支援のため、休憩、
荷待ち中に相当時間連続して使用可能な車
載用冷暖房機器（エアヒータ、車載バッテ
リー式冷房装置）導入について助成

全ト協：取得費用の１／２
（上限設定あり）
都道府県ト協：協会による

中小企業大学校講座受講促進助成制度 全国９校の中小企業大学校講座（IT 関係）
を受講した場合に助成

全ト協：受講費用の１／３
都道府県ト協：受講費用の１／３

ETC2.0 車載器購入促進助成事業 新たに ETC2.0 車載器を購入、導入した場
合に助成

全ト協：4 千円
都道府県ト協：協会による

事故防止対策
支援推進事業 デジタル式運行記録計 国土交通省 映像記録型ドライブレコーダ（車載器、事

務所用機器）導入について助成
取得経費の１／３
（上限設定あり）

機器・システム・事業 事業主体 内容 助成額（1台当たり）

事故防止対策
支援推進事業

ドライブレコーダ

国土交通省

デジタル式運行記録計（車載器、事務所用
機器）導入について助成

取得経費の１／３
（上限設定あり）

IT 点呼機器 IT を活用した遠隔地における点呼機器導入
について助成

取得経費の１／２
（上限設定あり）

疲労状態測定機器 運行中における運転者の疲労状態を測定す
る機器導入について助成

睡眠状態測定機器 休息期間中における運転者の睡眠状態を測
定する機器導入について助成

運行管理機器 運行中の運行管理機器導入について助成

情報セキュリティ
対策支援事業

ポータルサイト
独立行政法人

情報処理推進機構
（IPA）

情報セキュリティ対策推進のため、自社診
断ツールや各種教材をポータルサイトにて
提供

無償

専門家紹介 情報セキュリティ対策の相談等ができる専
門家を紹介 無料

全国キャラバン
セミナー事業

全国各地で情報セキュリティ対策の実践的
知識を学ぶことのできるセミナーを開催 無料（交通費等を除く）

中小企業投資促進特別税制措置 国税庁 機械・装置等導入の際、税制の特別措置を
実施 特別償却、税額控除

職場意識改善助成金
（職場環境改善コース） 厚生労働省

労務管理用ソフト、機器等の導入・更新、
デジタルタコグラフの導入・更新等につい
て助成

成果目標の達成状況による
（上限 100 万円）

IT 研修 商工会議所 IT 研修、パソコン導入サポート等の相談・
支援 各実施機関による

トラック運送事業者のための IT 導入支援施策を推進
安全輸送・効率化に資するシステム導入への補助

平成28年度

　全日本トラック協会はこのほど、「平成 28 年度トラック運送事業者のための IT 導入支援施策」を取りまとめた。
　補助制度の概要は表の通り。新たにＥＴＣ2.0 車載器を導入した際に助成される「ＥＴＣ2.0 車載器購入促進
助成事業」のほか、ドライブレコーダ、バックアイカメラ、アルコール検知器などの安全支援機器導入、また中小

企業大学校 IT 関連講座の受講などソフト面へのメニューもある。全ト協では会員に対し、これらの補助を活用して
IT 導入を図り、物流の効率化・高度化を促している。
　なお、各支援施策の詳細については、各事業主体にお問い合わせを。

っ
て
︑
お
客
様
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
を
適
切
に
伝
え
な
け

れ
ば
︑
運
転
者
の
ス
ト
レ
ス

が
高
ま
っ
て
し
ま
う
︒
運
転

　

動
態
管
理
の
要
素
技
術

は
︑
①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
︑
②
道
路
交

通
情
報
シ
ス
テ
ム
︑
③
無
線

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︑
④
車

両
情
報
セ
ン
サ
の
４
つ
で
あ

る
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
が
進

歩
す
る
こ
と
で
︑
動
態
管
理

シ
ス
テ
ム
も
進
化
し
て
い
く
︒

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
︑
人
工
衛
星
か

ら
の
電
波
で
車
両
の
現
在
位

置
（
座
標
）
を
得
る
装
置
で

あ
り
︑
地
図
上
に
表
示
す
る

こ
と
で
場
所
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
︒
カ
ー
ナ
ビ
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
採
用
さ
れ
た

こ
と
か
ら
︑
大
量
生
産
に
よ

っ
て
高
機
能
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
安

く
な
り
︑
ド
ラ
レ
コ
や
デ
ジ

タ
コ
な
ど
の
車
載
機
器
に
も

搭
載
さ
れ
︑
位
置
情
報
や
運

行
ル
ー
ト
探
索
な
ど
に
応
用

さ
れ
て
い
る
︒

　

次
に
︑Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
補
助
し
︑

有
効
な
情
報
を
提
供
し
て
く

れ
る
の
が
︑
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
道

路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
）
で
あ
る
︒
一
般
道
路
や

高
速
道
路
の
交
通
状
況
︑
駐

車
場
案
内
な
ど
様
々
な
情
報

を
取
得
で
き
る
︒
現
在
は
︑

Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
︱
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
始
ま
り
︑
よ

り
き
め
の
細
か
い
情
報
や
局

地
的
な
気
象
情
報
な
ど
も
加

わ
っ
て
い
る
︒

　

そ
し
て
︑
無
線
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
︑
車
両
と
事
務

所
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
通
信

す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
︑
車
両
側
で
持
っ
て
い
る

様
々
な
デ
ー
タ
を
共
有
す
る

こ
と
で
︑
高
度
な
動
態
管
理

者
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
な

く
︑
動
態
管
理
が
良
い
効
果

を
も
た
ら
す
よ
う
な
導
入
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

が
可
能
に
な
る
︒
無
線
回
線

を
所
有
し
て
い
る
の
は
携
帯

電
話
会
社
３
社
だ
け
だ
が
︑

無
線
通
信
サ
ー
ビ
ス
提
供
会

社
は
１
０
０
社
以
上
あ
り
︑

利
用
形
態
︑
情
報
量
︑
速
度

な
ど
に
よ
り
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
を
用
意
し
て
い
る
︒
利
用

料
も
車
載
専
用
機
を
利
用
す

る
タ
イ
プ
で
は
︑
車
両
１
台

で
月
額
１
０
０
０
円
か
ら
１
５

０
０
円
程
度
︑
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
︑
ポ
ー
タ

ブ
ル
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
な
ど
で

は
︑
月
額
１
０
０
０
円
以
下

で
デ
ー
タ
通
信
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
も
の
が
あ
る
︒

近
年
︑
通
信
速
度
も
速
く
な

っ
て
お
り
︑
ド
ラ
レ
コ
の
動

画
を
送
れ
る
機
器
も
あ
る
︒

　

最
後
に
車
両
情
報
セ
ン
サ

で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
車
両
の

状
態
を
検
知
す
る
仕
組
み
で

あ
る
︒
基
本
的
な
機
器
は
︑

Ｇ
（
加
速
度
）
セ
ン
サ
︑
車

速
セ
ン
サ
︑
エ
ン
ジ
ン
回
転

セ
ン
サ
な
ど
が
あ
り
︑
さ
ら

に
低
温
輸
送
で
必
要
な
温
度

セ
ン
サ
や
安
全
確
認
の
た
め

の
ド
ア
セ
ン
サ
な
ど
が
利
用

さ
れ
て
い
る
︒

　

今
後
は
︑
庫
内
画
像
︑
湿

度
セ
ン
サ
︑
重
量
セ
ン
サ
︑

積
載
量
セ
ン
サ
︑
空
気
圧
セ

ン
サ
︑燃
料
計
︑オ
イ
ル
計
︑

運
転
者
体
調
セ
ン
サ
な
ど
様

々
な
セ
ン
サ
に
よ
る
デ
ー
タ

化
が
可
能
で
あ
る
︒

　

こ
れ
ら
の
４
つ
の
技
術
が

高
度
化
さ
れ
︑
動
態
管
理
は

さ
ら
に
発
展
を
続
け
︑
も
は

や
車
両
を
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
す
る
こ
と
な
く
︑
物
流

設
備
の
一
拠
点
と
し
て
業
務

に
組
み
込
む
こ
と
を
可
能
に

し
て
い
る
︒

　

Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
展
に
よ

り
︑
車
両
デ
ー
タ
も
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
し
て
活
用
さ
れ
︑

特
に
安
全
性
と
輸
送
効
率
の

向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら

れ
る
︒
車
両
運
行
の
膨
大
な

デ
ー
タ
は
︑ル
ー
ト
や
車
種
︑

配
送
先
︑
運
転
者
と
い
う
デ

ー
タ
分
析
を
行
う
こ
と
で
︑

安
全
輸
送
の
た
め
の
傾
向
を

表
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
︒

　

ま
た
︑
輸
送
計
画
や
積
載

率
デ
ー
タ
を
動
態
管
理
と
合

わ
せ
て
︑輸
送
品
目
︑地
域
︑

ル
ー
ト
な
ど
︑
１
社
だ
け
で

な
く
︑
多
く
の
運
送
会
社
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
︑

空
車
︑
空
ス
ペ
ー
ス
を
活
か

し
︑
積
載
率
向
上
に
繋
げ
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
︒

　

そ
の
た
め
に
は
︑
車
両
特

性
︑
荷
物
の
種
類
︑
納
品
先

な
ど
の
運
行
情
報
が
標
準
化

さ
れ
︑
誰
か
ら
見
て
も
共
通

の
情
報
と
し
て
︑
検
索
︑
抽

出
で
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
︒

動態管理システム導入までの手順

• 導入目的を明確にする。 

高度な運行管理ツール提案のため？
柔軟な配車のため？
安全運行推進のため？
運行経路を証明として残すため？

•目的によって、デジタコやドラレコと
同時に導入するのか、単独のサー
ビスで導入するのかを決める。
•目的を明確にし、メーカーなどに問
い合わせることで、より自社のニー
ズに合った製品を見つけることがで
きる。

•目的に合わせて機器の検討を行う。 
※国土交通省のホームページ「自
動車総合安全情報」に認定機
器の一覧があります。
※デジタコやドラレコのオプション機
能としての導入であれば、補助
金対象となることがあります。

•スマートフォンやタブレットを利用し
たサービスの場合、追加のソフト
ウェアを開発することもできるため、
要望を明確にし、検討する。
• 補助金も合わせて導入費用を見積
もり、車載工事費なども含めて予
算化する。

• 機器・サービスの性能、費用、期
待される効果、導入時期を検討し、
メーカーを決定して発注する。
• 車載器オプションは、目的に応じて
選択する（ETC 車載器、運行状
態通知機能、ドアセンサ、温度セ
ンサなど）。
• 動態管理システムを活用して、社
内の業務プロセスの改善を行う。
特に運行管理者の活用目的、実
施内容、運行管理への活用方法
などを明確にする。
• 社内の関係者に対して、導入の目
的や活用方法について説明し、意
見交換を行いながら、導入に協力
してもらうように働きかける。

• 運転者の操作トレーニングを実施
し、運行状況を正しく表示するよう
に指導する。
• 運行管理者は、動態管理システム
で把握した運行状況について、ど
のような指導や対処を行うのかを明
確にして、業務プロセスに組み込
む。
• 期間を決めてテスト運用を行い、
運転者と運行管理者がその運用方
法や効果などについて協議し、本
格運用に備える。
• 本稼動スタート。

１．導入準備 ２．機器・サービスの検討 ３．機器・サービスの発注・導入 ４．テスト運用から本稼動へ

　

動
態
管
理
を
活
用
し
た
事

例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
︒

　

廃
棄
物
輸
送
事
業
者
で

は
︑
ル
ー
ト
や
通
過
時
間
が

決
ま
っ
た
契
約
を
し
て
お
り
︑

ク
レ
ー
ム
発
生
時
に
は
︑
実

際
の
運
行
ル
ー
ト
履
歴
や
そ

の
時
点
の
動
画
（
後
方
カ
メ

ラ
画
像
）
を
示
し
て
︑
契
約

履
行
証
明
を
行
う
こ
と
で
ク

レ
ー
ム
が
少
な
く
な
っ
た
︒

　

雑
貨
の
ル
ー
ト
配
送
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
で
は
︑
Ｇ

Ｐ
Ｓ
と
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
情
報
を
組

み
合
わ
せ
て
︑
安
全
な
ル
ー

ト
︑
混
雑
回
避
ル
ー
ト
の
選

択
や
危
険
情
報
の
通
知
︑
都

市
部
で
の
駐
車
場
空
き
状
況

な
ど
︑
当
日
の
交
通
状
況
に

積
合
せ
輸
送
事
業
者
の
ケ
ー

ス
で
は
︑
車
両
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
搭
載
し
︑
運
転
者
に
最

適
な
運
行
ル
ー
ト
を
自
動
作

成
し
て
い
る
︒
急
な
運
行
指

示
の
変
更
や
道
路
状
況
に
応

じ
て
︑
新
た
な
運
行
指
示
や

運
行
ル
ー
ト
︑
到
着
時
刻
な

ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
送
信
し
︑

運
送
時
間
の
短
縮
や
サ
ー
ビ

ス
品
質
を
強
化
し
て
い
る
︒

こ
の
事
業
者
で
は
︑
従
来
と

比
べ
て
︑
走
行
距
離
や
残
業

時
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
が

で
き
︑
車
両
の
回
転
率
が
向

上
し
た
︒

　

長
距
離
輸
送
事
業
者
で

は
︑
事
務
所
の
運
行
管
理
画

面
を
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
表
示

し
て
︑
全
て
の
車
両
の
現
在

地
を
表
示
し
て
い
る
︒
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
運
転
が
発
生
し
た

場
合
に
は
︑
地
図
上
の
車
両

マ
ー
ク
を
一
定
時
間
︑
色
を

変
え
て
点
滅
さ
せ
て
い
る
︒

こ
の
事
業
者
で
は
︑
休
憩
時

間
に
運
転
者
と
連
絡
を
取
る

な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
一
定
時
間
以
上
停
止

し
て
い
る
車
両
を
示
す
こ
と

で
︑
運
転
者
の
急
な
疾
病
を

発
見
し
︑
適
切
な
対
応
が
で

き
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
︒

　

建
設
資
材
運
搬
事
業
者
で

は
︑
９
営
業
所
で
動
態
管
理

を
ベ
ー
ス
に
し
た
配
車
管
理

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
︒
配

車
画
面
で
全
車
両
を
地
図
上

に
表
示
さ
せ
︑
車
両
位
置
を

確
認
し
な
が
ら
︑
広
域
で
の

最
適
配
車
を
行
っ
て
い
る
︒

建
設
資
材
︑建
築
機
器
な
ど
︑

天
候
や
工
事
進
捗
で
刻
々
と

状
況
が
変
化
す
る
た
め
︑
素

早
い
配
車
対
応
で
事
業
の
競

争
力
を
大
い
に
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
︒

　

こ
れ
ら
の
事
例
は
︑
動
態

管
理
と
い
う
Ｉ
Ｔ
技
術
に
よ

っ
て
輸
配
送
を
可
視
化
す
る

こ
と
で
︑
安
全
性
︑
輸
送
品

質
︑
輸
送
効
率
の
向
上
と
い

う
新
し
い
価
値
を
創
造
し
︑

収
益
力
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
確
立
を
果
た
し
て
い

る
︒

合
わ
せ
た
最
適
ル

ー
ト
を
車
両
に
通

知
し
て
︑
配
送
時

間
短
縮
を
行
っ
て

い
る
︒

　

精
密
機
器
輸
送

を
行
っ
て
い
る
事

業
者
で
は
︑
輸
送

中
の
庫
内
画
像
を

カ
メ
ラ
で
撮
影

し
︑
振
動
計
と
合

わ
せ
て
輸
送
品
質

を
顧
客
に
示
す
こ

と
で
︑
新
規
顧
客

獲
得
に
成
功
し
て

い
る
︒

　

化
学
品
の
小
口

今
後
の
動
態
管
理
の
方
向
性

取
得
デ
ー
タ
の
標
準
化
・
共
有
化
が

高
効
率
輸
送
に
貢
献
す
る

動
態
管
理
の
技
術

高
度
化
を
続
け
る
４
つ
の
技
術

高
機
能
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
安
価
に

最
新
の
動
態
管
理
の
活
用
例

飛
躍
的
に
進
化
す
る
動
態
管
理

精
度
の
高
い
車
両
管
理
が
可
能
に

⬅

表

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
を
使
い
安
価
に
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

す
る
こ
と
も
で
き
る
︵
イ
メ
ー
ジ
︶

デ
ジ
タ
コ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
動
態
管
理
機
能
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
も
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中日本陸運㈱
　  ［代表取締役社長　川北正美］
本　　社　三重県四日市市末広町 18-3 
設　　立　昭和 38 年 2月
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従業員数 41 人（専属協力会社含む）
車 両 数 43 台

企業概要

検 索中日本陸運㈱

食
品
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車 

に
特
化
し
差
別
化
図
る

　

長
年
に
わ
た
り
︑
三
重
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会
長
を
務

め
た
先
代
社
長
・
川
北
源
三

氏
が
︑
現
社
長
で
あ
り
︑
大

学
卒
業
後
︑
公
務
員
と
し
て

働
い
て
い
た
長
男
の
正
美
氏

に
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

よ
う
請
う
た
結
果
︑
正
美
氏

が
中
日
本
陸
運
㈱
に
入
社
し

た
の
は
︑昭
和
46
年
の
こ
と
︒

　
﹁
経
営
に
携
わ
る
よ
う
に

な
り
︑
他
社
で
は
や
っ
て
い

な
い
こ
と
を
し
た
い
と
い
う

強
い
思
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
︒

お
客
様
に
﹃
中
日
本
陸
運
で

な
け
れ
ば
運
べ
な
い
﹄
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
︑
何
を
す
べ
き
か
を

ま
ず
考
え
ま
し
た
﹂（
川
北

正
美
社
長
）

　

そ
し
て
︑
特
殊
な
車
両
で

同
社
で
し
か
で
き
な
い
輸
送

を
行
え
ば
︑
そ
れ
が
会
社
の

強
み
に
な
る
と
考
え
︑
正
美

氏
は
大
学
で
専
攻
し
て
い
た

食
品
化
学
の
知
識
を
活
か

し
︑
食
品
・
液
体
と
い
う
専

門
性
の
高
い
ロ
ー
リ
ー
輸
送

を
手
掛
け
る
こ
と
を
決
め

た
︒
食
品
化
学
に
精
通
す
る

社
長
を
信
頼
し
た
あ
る
メ
ー

カ
ー
が
仕
事
を
任
せ
て
く
れ

た
こ
と
で
︑
昭
和
48
年
に
１

台
の
食
品
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

車
を
導
入
︒
ロ
ー
リ
ー
輸
送

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
︒

　

ま
た
︑
昭
和
55
年
以
降
︑

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
飲
料
に
使

用
す
る
甘
味
料
が
砂
糖
か
ら

ブ
ド
ウ
糖
へ
と
移
行
し
だ
し

た
こ
と
を
受
け
︑
同
年
︑
ブ

ド
ウ
糖
輸
送
を
行
う
た
め
食

品
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
を
10

台
以
上
増
車
︒
ち
ょ
う
ど
そ

の
時
期
︑
糖
類
を
ロ
ー
リ
ー

車
で
輸
送
す
る
場
合
の
ア
メ

リ
カ
の
品
質
管
理
基
準
を
知

り
︑
ア
メ
リ
カ
と
同
基
準
の

輸
送
品
質
管
理
を
行
う
べ

く
︑
メ
ー
カ
ー
の
工
場
か
ら

情
報
を
収
集
し
︑
同
水
準
の

品
質
管
理
を
行
っ
た
︒

最
大
の
ピ
ン
チ
を
救っ
た

「
車
体
の
美
し
さ
」

　

そ
の
後
も
食
品
・
液
体
輸

送
に
特
化
し
て
順
調
に
事
業

を
拡
大
し
て
き
た
同
社
が
苦

境
に
直
面
し
た
の
は
︑
平
成

10
年
︒
正
美
氏
が
社
長
に
就

任
し
て
４
年
目
の
こ
と
だ
っ

た
︒
大
口
の
取
引
相
手
が
工

場
を
閉
鎖
し
た
た
め
︑
一
気

に
仕
事
が
減
少
し
て
業
績
が

落
ち
込
み
︑
倒
産
の
危
機
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状

況
に
陥
っ
た
︒

　

こ
の
ピ
ン
チ
を
救
っ
た
の

は
︑
同
社
の
ロ
ー
リ
ー
車
の

﹁
車
体
﹂︒﹁
あ
の
清
潔
な
車

体
の
会
社
な
ら
荷
物
を
任
せ

て
も
良
い
﹂
︱
︱
こ
う
言
っ

て
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た

企
業
が
あ
っ
た
︒
ロ
ー
リ
ー

車
導
入
以
来
︑
同
社
の
車
両

は
常
に
ピ
カ
ピ
カ
で
︑﹁
き
れ

い
な
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
と
い

え
ば
中
日
本
陸
運
﹂
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
定
着
︒
清
潔
な

車
体
で
街
を
走
り
抜
け
る
ロ

ー
リ
ー
車
の
姿
を
︑
多
く
の

荷
主
企
業
が
し
っ
か
り
と
覚

え
て
い
た
の
だ
︒

　
﹁
車
両
の
洗
浄
設
備
と
整

備
場
を
自
社
内
に
設
け
て
い

ま
す
が
︑
設
備
的
に
は
さ
ほ

ど
立
派
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
︒
し
か
し
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
各
自
が
高
い
意
識
を
も
っ

て
洗
車
と
整
備
を
行
っ
て
い

る
こ
と
で
︑
当
社
の
車
両
は

高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
で
清
潔
さ

を
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
自
負
し
て
い
ま
す
﹂（
林

利
幸
取
締
役
）

　

車
体
や
タ
ン
ク
内
の
洗
浄

は
︑
仕
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

計
り
つ
つ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自

発
的
か
つ
こ
ま
め
に
実
施
︒

高
い
頻
度
で
洗
車
を
行
う
と

い
う
こ
と
は
︑
車
両
を
ま
じ

ま
じ
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
会

が
多
い
と
い
う
こ
と
︒
ネ
ジ

の
ち
ょ
っ
と
し
た
緩
み
や
錆

び
︑
油
の
滲
出
な
ど
︑﹁
故

障
の
芽
﹂
を
洗
車
時
に
早
め

早
め
に
摘
み
取
る
こ
と
が
︑

大
き
な
故
障
を
防
ぐ
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑同
社
に
は
大
型
車
︑

け
ん
引
車
の
資
格
を
も
っ
た

整
備
士
が
在
籍
︒
整
備
場
に

は
オ
イ
ル
交
換
が
し
や
す
い

よ
う
ピ
ッ
ト
が
設
け
ら
れ
て

い
る
︒
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
イ
ル
の

交
換
や
エ
ン
ジ
ン
の
オ
イ
ル

エ
レ
メ
ン
ト
の
取
替
︑
３
か

月
点
検
や
キ
ャ
ビ
ン
の
塗
装

等
も
行
っ
て
い
る
︒

社
是
の
具
現
化
を

確
実
に
す
る
社
員
教
育

　

同
社
が
特
に
重
き
を
置
い

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
︑

社
員
教
育
だ
︒
社
員
教
育
に

本
腰
を
入
れ
始
め
た
昭
和
50

年
頃
︑
柱
と
な
る
よ
う
な
理

念
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
た
川
北
社
長
が
作
っ
た

の
が
︑﹁
安
全
・
清
潔
・
確

実
﹂
と
い
う
社
是
だ
っ
た
︒

安
全
の
た
め
の
整
備
︑
清
潔

の
た
め
の
洗
浄
︑
確
実
な
輸

送
︱
︱
そ
の
三
拍
子
を
揃
え

る
に
は
︑
乗
務
を
担
う
﹁
人

＝
ド
ラ
イ
バ
ー
﹂
を
育
て
る

こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
と
い

う
信
条
が
︑
こ
の
社
是
に
凝

縮
さ
れ
て
い
る
︒

　
﹁
一
番
大
事
な
の
は
﹃
人
﹄

で
す
︒
輸
送
も
︑
整
備
も
︑

洗
浄
も
︑﹃
人
﹄が
や
る
仕
事
︒

た
と
え
ど
れ
だ
け
立
派
な
機

械
を
導
入
し
て
も
︑
使
う
人

次
第
で
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な

る
か
︑
最
大
限
に
そ
の
機
能

を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
が

決
ま
り
ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

に
︑
輸
送
品
質
に
対
す
る
意

識
の
高
い
人
間
に
育
っ
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
が
︑
経
営

者
と
し
て
の
最
大
の
や
り
が

い
で
あ
り
︑
そ
の
や
り
が
い

が
あ
る
か
ら
こ
そ
こ
の
仕
事

を
長
く
続
け
て
い
ま
す
︒
品

質
管
理
・
安
全
対
策
の
基
本

は
﹃
人
の
教
育
﹄
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
﹂（
川
北
社
長
）

世
代
交
代
に
向
け

若
手
の
増
員
へ

　

勤
続
年
数
の
長
い
ド
ラ
イ

バ
ー
が
多
い
の
も
同
社
の
特

長
だ
︒
60
歳
の
定
年
後
も
再

雇
用
さ
れ
た
大
ベ
テ
ラ
ン
た

ち
が
︑
今
も
輸
送
の
最
前
線

で
活
躍
し
て
い
る
︒
そ
ん
な

同
社
が
今
注
力
し
て
い
る
の

は
︑
世
代
交
代
の
た
め
の
若

手
の
増
員
だ
︒

　　
﹁
若
い
未
経
験
者
を
積
極

的
に
採
用
し
て
い
ま
す
︒
そ

れ
に
は
︑﹃
未
経
験
者
か
ら

見
て
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
会
社
で
あ
り
た
い
﹄
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
︒
面

接
の
場
で
は
︑
会
社
方
針
や

社
風
︑
勤
務
体
系
や
仕
事
内

容
な
ど
に
つ
い
て
︑
細
か
く

じ
っ
く
り
と
説
明
し
て
当
社

の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
も
ら

い
︑
業
界
の
こ
と
を
よ
く
知

ら
な
い
人
に
も
安
心
し
て
も

ら
っ
て
か
ら
選
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
﹂

（
林
取
締
役
）

　

大
型
免
許
取
得
に
関
し
て

は
︑
支
援
制
度
を
設
け
て
い

る
︒
例
え
ば
︑
応
募
段
階
で

大
型
免
許
未
取
得
の
ド
ラ
イ

バ
ー
希
望
者
に
は
︑
採
用
決

定
後
か
ら
入
社
ま
で
の
期
間

を
利
用
し
て
大
型
免
許
を
取

得
し
て
も
ら
い
︑
そ
の
費
用

を
負
担
し
て
い
る
と
い
う
︒

　

入
社
後
は
︑
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
の
初
任
教
育
を
行
う
︒

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
用
い
て
概
要

を
教
え
る
座
学
と
︑
運
転
・

作
業
な
ど
の
実
習
を
︑
１
か

月
半
～
３
か
月
か
け
て
実

施
︒
全
く
の
未
経
験
者
や
大

型
車
の
乗
務
未
経
験
者
な

ど
︑
各
人
の
運
転
に
お
け
る

習
熟
度
を
考
慮
し
な
が
ら
し

っ
か
り
と
丁
寧
な
指
導
を
行

っ
て
い
る
︒

中
日
本
陸
運
が
誇
る

多
様
な
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育

◆
充
実
の
講
習
内
容

　

同
社
で
は
︑
多
角
的
な
社

員
教
育
を
行
う
た
め
︑
多
様

な
講
習
を
実
施
し
て
い
る
︒

①
洗
車
講
習

　

今
年
の
４
月
に
開
始
し
た

若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
と

し
た
﹁
洗
車
講
習
﹂
は
︑
同

社
独
自
の
新
た
な
取
り
組
み

だ
︒
開
始
の
き
っ
か
け
は
︑

林
取
締
役
の
あ
る﹁
気
付
き
﹂

だ
っ
た
︒

　
﹁
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は

一
生
懸
命
洗
車
を
し
て
く
れ

て
い
た
の
で
す
が
︑
残
念
な

こ
と
に
仕
上
が
り
が
イ
マ
イ

チ
な
部
分
が
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
︒
洗
い
方
の
問

題
な
の
か
︑
時
間
を
か
け
て

洗
っ
て
い
る
割
に
は
ム
ラ
が

あ
り
︑
結
果
が
伴
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
︒
そ
こ
で
︑
い

ろ
い
ろ
な
汚
れ
の
洗
い
落
と

し
方
を
熟
知
し
た
ベ
テ
ラ
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
を
講
師
に
迎

え
︑
汚
れ
の
種
類
に
応
じ
た

洗
い
方
を
教
わ
る
洗
車
講
習

を
や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
と

若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
に
提
案
し

た
の
で
す
︒
す
る
と
︑全
員
が

﹃
ぜ
ひ
教
え
て
ほ
し
い
﹄
と

答
え
た
の
で
︑
す
ぐ
に
実
施

し
ま
し
た
﹂（
同
）

　

そ
し
て
迎
え
た
洗
車
講

習
︒
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち

が
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
﹁
時

間
を
か
け
て
洗
っ
て
も
き
れ

い
に
な
ら
ず
困
っ
て
い
た
汚

れ
﹂
を
︑
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ

バ
ー
は
長
年
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
て
み
る
み
る
う

ち
に
落
と
し
て
い
く
︒﹁
洗
い

方
の
コ
ツ
﹂
を
伝
授
さ
れ
た

ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
き
い
き

働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
︑
仕

事
面
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
は

な
く
︑
家
庭
面
へ
の
サ
ポ
ー

ト
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
の

も
同
社
の
魅
力
の
一
つ
だ
︒

﹁
家
族
の
幸
せ
が
あ
る
か
ら

こ
そ
仕
事
に
も
や
り
が
い
が

生
ま
れ
る
﹂
と
い
う
発
想
の

下
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
そ
の
家

族
の
幸
せ
を
追
求
す
る
職
場

環
境
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
︒

　

長
距
離
運
行
で
毎
日
帰
宅

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ド
ラ

イ
バ
ー
た
ち
は
︑
子
ど
も
が

い
て
も
な
か
な
か
会
う
こ
と

が
で
き
な
い
︒
そ
こ
で
同
社

で
は
︑お
宮
参
り
や
七
五
三
︑

運
動
会
や
父
親
参
観
な
ど
︑

若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
か
ら

は
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
︒

　

ベ
テ
ラ
ン
の
洗
車
技
術
を

若
手
に
伝
授
す
る
場
が
生
ま

れ
た
の
だ
︒

②
全
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

年
４
回
︑
第
５
土
曜
日
に

行
っ
て
い
る
﹁
全
員
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
﹂︒
長
距
離
・
中
距
離

・
地
場
輸
送
を
ミ
ッ
ク
ス
し

た
運
行
を
行
っ
て
い
る
た
め
︑

社
員
全
員
参
加
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
催
す
こ
と
が
で
き
る

の
は
３
か
月
に
１
度
だ
︒
開

子
ど
も
の
大
事
な
行
事
に
は

全
て
参
加
で
き
る
よ
う
︑
配

車
を
調
整
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
に

は
︑
家
族
旅
行
に
行
く
予
定

を
立
て
ら
れ
る
よ
う
︑
連
休

取
得
要
望
を
受
け
付
け
︑
特

に
小
さ
い
子
ど
も
の
い
る
ド

ラ
イ
バ
ー
に
は
︑
積
極
的
に

休
み
を
取
得
さ
せ
て
い
る
︒

す
る
と
︑
子
ど
も
が
大
き
く

な
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
︑
率

先
し
て
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の

代
理
で
運
行
に
出
る
こ
と
を

申
し
出
る
な
ど
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
間
で
の
気
配
り
も
生
ま
れ

て
い
る
︒

「
中
日
本
陸
運
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」

継
承
の
た
め
に

　

若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
と
ベ
テ

催
頻
度
は
高
く
な
い
が
︑
内

容
は
濃
い
︒
そ
れ
が
同
社
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
特
長
だ

　

同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
︑

川
北
社
長
の
講
話
や
︑
前
述

の
整
備
士
資
格
を
有
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
実
車
で
の

整
備
講
習
を
実
施
︒
摩
耗
し

や
す
い
箇
所
な
ど
の
車
両
点

検
ポ
イ
ン
ト
の
教
示
や
︑
バ

ッ
テ
リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
の
使

い
方
の
実
演
な
ど
︑
整
備
士

目
線
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
︒

　

講
師
を
務
め
る
の
は
社
内

の
人
間
だ
け
で
は
な
い
︒
荷

◆
車
体
に
氏
名
を
表
示

　

同
社
最
大
の
特
長
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
名
前
を
前
面
に

出
す
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
強
い
誇
り
を
打
ち
出
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
︒
一
人

一
車
制
を
と
っ
て
︑
各
ド
ラ

イ
バ
ー
が
専
用
の
車
両
に
乗

務
し
て
い
る
が
︑
そ
の
車
両

ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
流
・

継
承
の
場
は
︑
前
述
の
洗
車

講
習
だ
け
で
は
な
い
︒
近
頃

新
た
に
︑
ベ
テ
ラ
ン
の
も
つ

経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
︑
経
験
談

な
ど
を
聞
く
場
を
設
け
た
︒

　
﹁
社
長
は
ず
い
ぶ
ん
苦
労

を
し
て
こ
の
会
社
を
経
営
し

て
き
ま
し
た
︒
60
代
の
ベ
テ

ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
も
ま

た
︑
社
長
と
一
緒
に
会
社
を

よ
り
よ
く
し
よ
う
と
懸
命
に

働
い
て
き
ま
し
た
︒
そ
う
し

た
上
の
世
代
の
力
︑
い
う
な

れ
ば
﹃
中
日
本
陸
運
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
﹄
を
若
い
世
代
に
継
承
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
﹂

（
林
取
締
役
）

　

現
在
︑
同
社
が
急
務
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
︑
世
代

主
を
講
師
と
し
て
招
き
︑
講

義
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
︒

③
社
外
講
習

　

運
転
技
術
を
磨
い
て
も
ら

う
た
め
︑
外
部
で
の
研
修
・

講
習
に
も
ド
ラ
イ
バ
ー
を
積

極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
る
︒

　

特
に
︑
入
社
し
て
間
も
な

い
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修
と
し
て
︑
入

社
１
年
目
・
２
年
目
・
３
年

目
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
２
泊
３

日
コ
ー
ス
の
研
修
を
受
講
さ

せ
て
い
る
︒

交
代
を
見
据
え
た
若
手
ド
ラ

イ
バ
ー
の
増
員
︒
そ
う
し
て

入
社
し
た
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー

た
ち
が
︑
60
代
の
大
ベ
テ
ラ

ン
た
ち
か
ら
﹁
安
全
・
清
潔

・
確
実
﹂
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け

継
い
で
い
く
こ
と
で
︑
同
社

を
支
え
る
技
術
や
精
神
は
︑

必
ず
や
う
ま
く
循
環
し
て
い

く
に
違
い
な
い
︒

林利幸取締役 川北正美社長

に
は
乗
務
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
フ
ル
ネ
ー
ム
が
︑
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
シ
ー
ト
の
貼
付
に
よ
っ

て
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
︒

　

そ
れ
以
外
に
も
︑
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
顔

写
真
・
氏
名
・
担
当
車
両
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
公
開
︒﹁
当
社

の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
フ
ル
ネ
ー

ム
を
出
し
て
も
顔
写
真
を
出

し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
仕

事
を
す
る
︑
当
社
が
誇
る
優

秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
﹂

と
い
う
強
い
自
負
を
感
じ
さ

せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
︒

　
﹁
乗
務
員
の
名
前
が
車
体

に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
各
自

責
任
を
も
っ
て
車
両
を
管
理

し
︑
日
々
の
運
行
を
行
い
ま

す
︒こ
の
方
法
を
と
っ
て
以
来
︑

﹃
自
分
が
こ
の
車
を
任
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
の
だ
﹄
と
い
う

強
い
自
覚
が
生
ま
れ
︑
軽
微

な
異
常
・
故
障
な
ど
の
発
見

も
非
常
に
早
く
な
り
ま
し
た
﹂

（
川
北
社
長
）

高
い
輸
送
品
質
を
支
え
る

ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
仕
事
へ
の
強
い
誇
り

「安全・清潔・確実」
多角的な社員教育で追求する

物流物流

中日本陸運㈱
三重県

第 33回

　

三
重
県
四
日
市
市
に
本
社
を
構
え
る

中
日
本
陸
運
㈱（
川
北
正
美
社
長
）は
︑

昭
和
48
年
の
食
品
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車

の
導
入
以
来
︑
食
品
・
液
体
輸
送
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
︑
荷
主
か
ら
の
厚

い
信
頼
を
得
続
け
て
い
る
︒

　

同
社
の
主
な
輸
送
品
目
は
︑液
糖（
液

体
の
糖
類
）・
危
険
物
・
ウ
レ
タ
ン
加

工
品
な
ど
︒
東
海
三
県
を
中
心
と
し
つ

つ
︑
南
は
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
て
鹿
児

島
県
︑
北
は
山
形
県
ま
で
と
︑
広
範
囲

に
わ
た
る
輸
送
活
動
を
行
っ
て
い
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
同
社
の
高
い
輸
送
品
質

を
支
え
る
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
を
は
じ

め
と
し
た
多
様
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
す
る
︒整備場。各ドライバーが整備士資格をもったドライバーとチームで整備を行う

若手からベテランまでが活躍できる同社の社風には社是が大きく影響している

運転席のドアの横に刻み込まれるドライバーの氏名と誓いの言葉

今年4月に開催された第1回洗車講習の模様
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道後やすらぎ荘

安全運行のオアシス トラックステーション
全国31か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国31か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

「道後やすらぎ荘」にぜひお越しください
全ト協保養施設

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39
❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会 41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39
❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39
❻ 酒　田 山形県酒田市宮海字新林 572-15　 0234-33-1770 14
❼ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45
❽ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30
❾ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46
� 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41
� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95
� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52
� 新　井 新潟県妙高市大字猪野山字田中町 120-6 0255-73-7394 57
� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45
� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116
� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

名称 所在地 電話番号 駐車台数

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97
� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82
� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53
� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80
� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60
� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53
� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37
� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30
� 徳　島 徳島県鳴門市大麻町姫田字先達 13-1 088-683-0260 30
� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63
� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47
� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45
� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43
� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18
� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19（流通業務団地内） 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早は5台の中型車を含む。

円
円
円

円
円
円

宿泊料金 1人〜2人 3人
１泊２食付き
１泊夕食のみ
１泊朝食のみ

【宿泊料金（サービス料・消費税および入湯税込み）】

○ご予算に応じてご会食も承ります。
チェックイン…午後４時／チェックアウト…午前10時

お問い合わせはこちらへ　Tel 089-921-4051

8,250
7,710
6,090

7,710
7,170
5,550
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法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜点検整備編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（車両法第47条の2第2項）自動車運
送事業の用に供する自動車の使用者又は
これらの自動車を運行する者は、一日一回、
その運行の開始前において、日常点検をし
なければならない。

❷ ×（車両法第48条第1号）自動車運送事
業の用に供する自動車については、3か月
ごとに定期点検整備をしなければならな
い。 

❸ ×（車両法第49条第1項）自動車の使用
者は、点検整備記録簿を当該自動車に備え

置き、当該自動車について点検又は整備を
したときは、必要事項を記載しなければな
らない。

❹ ×（自動車点検基準別表第一）車両総
重量8トン以上又は乗車定員30人以上の自
動車については、取付状態を点検しなけれ
ばならない。

❺ ○（自動車点検基準別表第一）タイヤ
の溝の深さの点検については、当該自動車
の走行距離、運行時の状態等から判断した
適切な時期に行うことで足りる。
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労災ひとくちメモ

　「転倒」による労働災害が多発しています。「転ぶだけで労働災害だなんて大げさ
だ」と思われるかもしれませんが、職場で転倒し休業（４日以上）となってしまう「転
倒災害」が近年多発しています。転倒は、労働災害（休業４日以上の死傷災害）
全体の２割を占め、
深刻な問題となっ
ています。陸上貨
物運送事業におけ
る死傷事故発生
状況を見ても、「転
倒」は「墜落・転
落」に次いで多く
発生しています。
　転倒災害は、作
業フロアや通路な
どの床面が水で濡
れていたり、油や
粉がそのままに放
置されている、照
明器具がなく十分
な明るさが確保さ
れていないといっ
た設備管理面の問
題や、急ぎ足で歩
いている、両手が
ふさがって足元が
見えない状態で荷
物を運んでいるな
どといった作業方
法の問題により発
生します。
　右図のチェック
リストを活用して、
転倒災害を防ぐよ
うにしましょう。

③転倒災害に注意しましょう！
〜転倒災害防止のためのチェックシート〜

厚生労働省「STOP！転倒災害プロジェクト」パンフレットより

▪チェックリスト

TS名 給 油 所

青 森 8月14日（日）8:00 ～ 19:00

大 宮 平常通り営業

新 潟 ◎短縮営業 8月13日（土）・15日（月）7:00～19:00
　　　　　 8月14日（日）8:30～17:30

金 沢
◎短縮営業
　8月13日（土）、15日（月）、16日（火）8:00～19:00
※8月14日（日）は平常通り営業

TS名 給 油 所

岡 山 8月13日（土）18:00　～　8月16日（火）  7:00
◎短縮営業　8月11日（木）～13日（土）8:00～18:00

尾 道 平常通り営業

三 次 8月13日（土）20:00　～　8月17日（水） 7:00

北 九 州 平常通り営業

大 分 休業中

TS名 運行情報センター 福祉施設

札 幌 平常通り運営 平常通り営業

苫 小 牧 平常通り運営 平常通り営業

青 森 8月13日（土）  8:30 ～ 8月14日（日）17:15

盛 岡 8月12日（金）18:00 ～ 8月15日（月）  8:00 食　　堂 8月12日（金）18:00 ～ 8月15日（月）  8:00

仙 台 8月12日（金）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00 食　　堂
シャワー

8月12日（金）18:30 ～ 8月17日（水）  8:00
8月12日（金）16:30 ～ 8月17日（水）  9:00

酒 田 8月12日（金）17:30 ～ 8月17日（水）  8:30 食　　堂
浴　　室

8月13日（土）～ 8月14日（日）以外は平常通り営業
8月12日（金）17:30 ～ 8月17日（水）  8:30

白河の関 8月10日（水）17:30 ～ 8月17日（水）  8:30 8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00

茨 城 8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 平常通り営業

矢 板 8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00 8月10日（水）23:00 ～ 8月17日（水）11:00

大 宮 8月12日（金）20:00 ～ 8月19日（金）  8:00 平常通り営業

東 神 平常通り運営 平常通り営業

新 潟 8月12日（金）19:00 ～ 8月17日（水）  8:00 シャワー 8月12日（金）18:30 ～ 8月17日（水）  8:00

新 井 8月12日（金）18:00 ～ 8月15日（月）  8:00 休憩・シャワー 8月12日（金）18:00 ～ 8月15日（月）  8:00

金 沢 8月12日（金）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00 平常通り営業

浜 松 8月13日（土）  9:00 ～ 8月16日（火）  9:00 食堂・売店
浴室・宿泊

8月13日（土）14:00 ～ 8月16日（火）  6:00
8月13日（土）  8:00 ～ 8月16日（火）12:00

安 城 8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 食　　堂
浴　　室

8月14日（日）  0:00 ～ 8月14日（日）10:00
8月14日（日）  0:00 ～ 8月14日（日）  9:00

名 古 屋 8月10日（水）20:00 ～ 8月17日（水）  8:00 食　　堂
浴室・宿泊

8月10日（水）20:30 ～ 8月17日（水）  7:00
8月11日（木）10:00 ～ 8月17日（水）10:00

亀 山 平常通り運営
食　　堂

浴室・宿泊
売　　店

　8月6日（土）  7:00 ～ 8月16日（火）  7:00
　8月6日（土）  8:00 ～ 8月16日（火）10:00

◎短縮営業　8月6日（土）～ 15日（月）8:00～16:00

彦 根 8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 食堂・浴室・宿泊 8月10日（水）21:00 ～ 8月16日（火）  8:00

大 阪 8月12日（金）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 平常通り営業
（※自動販売機・洗濯機もご利用いただけます）

奈良・針 8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00

岡 山 8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  8:00 食　　堂
宿泊・シャワー

8月12日（金）19:00 ～ 8月16日（火）  8:00
8月10日（水）17:00 ～ 8月15日（月）19:00

尾 道 8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  8:30 8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  8:30
（※コンビニエンスストア・屋外自動販売機はご利用いただけます）

三 次 8月12日（金）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00 食　　堂
浴　　室

8月12日（金）16:00～8月17日（水）  7:00
8月12日（金）17:00～8月17日（水）  7:00

徳 島 8月10日（水）17:00 ～ 8月17日（水）  9:00 食　　堂
シャワー・休憩室

8月10日（水）20:00 ～ 8月17日（水）11:00
8月10日（水）20:00 ～ 8月17日（水）  9:00

北 九 州 8月10日（水）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 平常通り営業

鳥 栖 8月12日（金）17:00 ～ 8月16日（火）  9:00 ◎短縮営業　8月13日（土）～ 15日（月）10:00～21:00

諫 早 8月12日（金）20:00 ～ 8月16日（火）10:00
食　　堂
宿　　泊
浴　　室

8月12日（金）14:30 ～ 8月16日（火）10:00
8月12日（金）10:00 ～ 8月16日（火）15:00
8月12日（金）20:00 ～ 8月16日（火）10:00

大 分 8月10日（水）18:00 ～ 8月15日（月）10:00 8月10日（水）22:00 ～ 8月15日（月）10:00

宮 崎 8月12日（金）17:00 ～ 8月15日（月）  9:00 シャワー 8月12日（金）17:00 ～ 8月15日（月）  9:00

鹿 児 島 8月12日（金）17:30 ～ 8月16日（火）  8:30 シャワー 8月12日（金）17:30 ～ 8月16日（火）  8:30

（平成28年7月12日現在）

詳細は、直接各運行情報センター等へお問い合わせください。

［トラックステーション（TS）夏期休業案内］
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「認証基準」、「取組事例」、「講習会開催予定」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.8％の燃費向上、車両故障件数17.3％減少。
交通事故発生件数23.8％減など　環境改善にとどまらない効果。

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

荷主企業や元請け物流事業者が、協力会社向けに開催す
る社内講習会等に当財団が出向き、説明する取組です。

エコモ財団が講師としてご説明する講習会です。既に認証登録をされている事業者様の参加も可能です。

グリーン経営認証専用ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営認証専用ホームページ　https://www.green-m.jp/

「出前説明会」受付中！
で 検 索グリーン経営

日　時 場　所 主催 問合せ先

7月22日（金）

8月  8日（月）

（公社）和歌山県トラック協会 ３階 会議室
和歌山県和歌山市湊1414

高知県トラック会館 3階 会議室
高知県高知市南ノ丸町5-17 四国運輸局

近畿運輸局 エコモ財団 グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

九州運輸局 交通政策部 環境・物流課
☎092-472-3154

四国運輸局 交通政策部 環境・物流課
☎087-825-1173

13時30分～16時30分

8月22日（月）

9月9日（金）神戸で海事講習会を開催します。詳細が決まり次第ホームページに掲載します。

（公社）長崎県トラック協会 ２階 中会議室
長崎県長崎市松原町2651-3 九州運輸局14時00分～17時00分

13時30分～15時00分

新規許可
貨物自動車

運送事業者数
（平成28年4月末）

全日本トラック協会調査
運
輸
局

都道
府県

平成
28年
４月

前年
同期
比

北海道 15 -2 

東
北

青　森 3 1 
岩　手 4 -2 
宮　城 7 0 
秋　田 2 1 
山　形 1 -3 
福　島 13 7 

計 30 4 

関
東

茨　城 7 -2 
栃　木 7 2 
群　馬 9 3 
埼　玉 14 0 
千　葉 19 5 
東　京 19 4 
神奈川 11 -2 
山　梨 5 3 

計 91 13 

北
陸
信
越

新　潟 4 0 
長　野 4 1 
富　山 2 1 
石　川 1 -2 

計 11 0 

中
部

福　井 1 -3 
岐　阜 12 8 
静　岡 9 3 
愛　知 15 -4 
三　重 5 -2 

計 42 2 

近
畿

滋　賀 6 2 
京　都 8 3 
大　阪 33 0 
兵　庫 15 6 
奈　良 3 2 
和歌山 4 -3 

計 69 10 

中
国

鳥　取 0 -1 
島　根 1 0 
岡　山 4 -4 
広　島 9 1 
山　口 2 -2 

計 16 -6 

四
国

徳　島 5 5 
香　川 6 5 
愛　媛 4 2 
高　知 2 -3 

計 17 9 

九
州

福　岡 9 -8 
佐　賀 0 0 
長　崎 2 -4 
熊　本 1 -4 
大　分 4 1 
宮　崎 2 0 
鹿児島 4 1 

計 22 -14 
沖　縄 4 -1 

※ 0 -4 
合　計 317 11 

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。
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は
︑
静
寂
に

包
ま
れ
鬱
蒼

（
う
っ
そ
う
）

と
し
た
森
の

中
に
鎮
座
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
︒
夏
の
風
物
詩
と
い
う
と
︑
夜
空
を
彩

る
花
火
︑
賑
や
か
な
お
祭
り
︑
ア
サ
ガ
オ

や
ホ
オ
ズ
キ
を
商
う
市
な
ど
︑
枚
挙
に
い

と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
︒
し
ば
し
の
間
︑
暑

さ
を
忘
れ
さ
せ
る
手
段
は
ほ
か
に
も
︒
▼

高
校
生
の
時
︑
お
寺
の
本
堂
の
賽
銭
箱
の

前
に
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た
﹁
鰐
口

（
わ
に
ぐ
ち
）﹂
を
ガ
ラ
ガ
ラ
と
２
回
打
ち

鳴
ら
し
︑
お
墓
の
最
奥
に
あ
る
古
い
杉
の

木
の
根
元
に
︑
白
墨
で
自
身
の
名
前
を
書

い
て
︑
山
門
ま
で
帰
っ
て
く
る
と
い
う
肝
試

し
を
や
り
ま
し
た
︒
そ
の
お
寺
も
今
や
マ

ン
シ
ョ
ン
に
囲
ま
れ
︑
境
内
の
位
置
関
係

が
分
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
︑
当
時
は

雑
木
林
に
囲
ま
れ
︑
暗
闇
に
一
人
佇
む
と

い
う
光
景
は
︑
え
も
言
わ
れ
ぬ
﹁
恐
怖
﹂

そ
の
も
の
で
し
た
︒
▼
真
っ
赤
な
夕
焼
け

が
空
を
覆
い
つ
く
し
︑
コ
ウ
モ
リ
が
活
動

し
始
め
る
頃
︑
お
寺
の
山
門
に
集
合
し
た

面
々
︒
ス
ル
ー
し
た
い
と
い
う
思
い
が
︑

顔
に
透
け
て
見
え
る
人
が
大
半
で
し
た
︒

静
ま
り
返
っ
た
お
寺
に
響
く
の
は
︑
近
く

の
田
圃
か
ら
聞
こ
え
る
蛙
の
大
合
唱
︒
こ

れ
以
上
な
い
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

思
わ
ず
苦
笑
い
で
す
︒
▼
ま
た
︑
遠
い
記

憶
の
中
に
閉
じ
込
め
た
恐
怖
の
数
分
間

は
︑
今
で
も
思
い
出
す
と
鳥
肌
が
立
ち
ま

す
︒
現
代
に
も
ミ
ス
テ
リ
ー
ゾ
ー
ン
が
多
々

あ
り
ま
す
︒
そ
れ
は
︑
数
年
前
に
友
人
と

訪
れ
た
九
州
の
古
戦
場
・
田
原
坂
︒
官
軍

と
薩
摩
軍
が
激
戦
を
繰
り
広
げ
︑
１
万
５

千
人
超
の
死
者
を
出
し
た
そ
の
地
は
︑
彷

徨
（
さ
ま
よ
）
う
霊
魂
で
い
っ
ぱ
い
の
心
霊

ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
︒
▼
地
元
の
人
も
︑
日

中
以
外
は
通
ら
な
い
鬼
門
の
場
所
で
︑
そ

の
地
に
停
車
す
る
と
﹁
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り

に
く
く
な
る
﹂︑﹁
何
故
か
同
じ
道
を
繰
り

返
し
通
っ
て
し
ま
う
﹂︑﹁
竹
藪
の
中
か
ら

大
勢
の
視
線
を
感
じ
る
﹂︑
な
ど
︑
不
思

議
な
現
象
に
襲
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
︒

▼
今
思
え
ば
︑
田
原
坂
の
後
に
︑
官
軍
と

薩
摩
軍
の
両
方
の
お
墓
に
行
っ
た
の
は
大

き
な
間
違
い
で
し
た
︒
薄
暗
い
竹
藪
に
囲

ま
れ
た
墓
石
の
数
々
は
一
様
に
袈
裟
懸
け

に
切
ら
れ
︑
セ
メ
ン
ト
で
補
強
さ
れ
て
い

る
の
で
す
︒
そ
こ
に
は
遺
族
の
深
い
闇
が
見

え
︑
墓
場
に
吹
き
渡
る
冷
た
い
風
に
ど
う

し
よ
う
も
な
く
身
体
が
震
え
た
の
を
︑
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒
▼
当
日
の
深

夜
︑
私
の
部
屋
で
血
を
流
し
た
若
者
の
姿

が
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
た
の
は
︑
非
業
の

死
を
遂
げ
た
己
の
運
命
を
誰
か
に
訴
え
た

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
私
を
睨
（
に

ら
）
む
そ
の
目
は
お
ぞ
ま
し
く
︑
い
つ
し

か
私
は
卒
倒
し
て
い
ま
し
た
︒
行
っ
て
は
い

け
な
い
場
所
か
ら
成
仏
で
き
ぬ
霊
を
背
負

っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
︒
私
が
年

間
に
数
度
体
験
す
る
︑
こ
の
世
の
人
で
は

な
い
人
と
の
接
点
は
︑
異
次
元
の
扉
を
垣

間
見
た
︑
説
明
の
つ
か
な
い
出
来
事
で
︑

あ
る
意
味
恐
怖
で
す
︒
▼
夏
に
幽
霊
の
話

が
語
ら
れ
る
の
は
一
興
だ
と
し
て
も
︑
地

縛
霊
の
怨
念
は
そ
の
地
に
宿
り
︑
癒
え
る

こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
︒
と
は
い
え
︑
私

は
古
戦
場
の
探
索
が
好
き
で
︑
戦
国
時
代

の
英
傑
が
雌
雄
を
決
し
た
関
个
原
や
川
中

島
な
ど
へ
出
向
き
ま
し
た
︒
ど
の
地
も
感

慨
深
い
想
い
出
の
場
所
で
あ
り
︑
魂
を
感

じ
取
れ
る
永
遠
の
戦
場
で
す
︒
強
者
ど
も

の
雄
叫
び
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
︑
歴
史
の

一
頁
に
自
ら
参
加
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

す
︒
い
わ
く
つ
き
の
古
戦
場
は
︑
泰
平
の

世
を
夢
見
た
武
将
達
の
心
が
宿
る
︑
安
寧

の
地
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
▼
７
月
か

ら
８
月
と
地
域
差
は
あ
り
ま
す
が
︑
先
祖

を
弔
う
お
盆
が
近
付
き
ま
し
た
︒
誰
に
で

も
複
数
の
先
祖
の
霊
が
身
近
に
い
て
︑
事

故
が
な
い
よ
う
に
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
先
祖
を
敬
い
こ

の
恩
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
︑
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

 

（
山
崎
薫
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96 青年部会が義援金による社会貢献活動
熊本県内の子どもたちら2,000人をプールへ特別招待

　全日本トラック協会青年部会（山本明徹部会長）
は、平成 28 年熊本地震への義援金による社会貢
献活動として、８月３日に阿蘇熊本空港ホテルエ
ミナース・レジャープール（熊本県益城町）を貸
し切り、「夏だ !!　みんなでプールに行こう !! ～日
本はひとつ　みんなを笑顔にしたくて～」を開催
する。
　熊本県内の子どもたちとその家族を無料招待す
るもので、午前の部と午後の部に分け、各 1,000
人の定員で合計 2,000 人の参加者を募集。自由遊
泳以外にも、お笑い芸人等によるステージイベン
トの開催や飲食ブースでの食事提供、おみやげの
配布等が予定されている。

全ト協

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
平
成
28
年
度
の
安
全
対

策
と
し
て
︑
追
突
事
故
防
止

に
関
す
る
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
る
︒

　

現
在
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
の
﹁
事
故
防
止
特
設

ペ
ー
ジ
﹂
に
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

追
突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

～
追
突
事
故
撲
滅
キ
ッ
ト

～
﹂
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
︑

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
で
順
次
開

催
し
て
い
る
（
今
後
の
開
催

日
程
に
つ
い
て
は
表
の
通

り
）︒

　

ま
た
︑
今
号
か
ら
４
号
連

続
で
︑
事
業
所
等
へ
貼
り
出

し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
啓
発
す

る
た
め
の
実
践
ツ
ー
ル
﹁
ト

ラ
ッ
ク
追
突
事
故
防
止
マ
ニ

ュ
ア
ル
掲
出
用
ポ
ス
タ
ー
﹂

︵
写
真
㊤
︶
を
刷
り
込
み
︑

対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
︒

表 平成 28 年度 追突事故防止マニュアル活用セミナー開催日程
（7 月 11 日現在、日程確定分）

都道府県 開催日 会　　場

長　崎 7 月 20 日（水） 長崎県トラック協会研修会館

茨　城 7 月 27 日（水） 茨城県トラック協会

高　知 8 月 17 日（水） サンピアセリーズ

青　森 8 月 22 日（月） 青森県トラック協会研修センター

大　分 8 月 24 日（水） 大分県トラック会館

富　山 8 月 25 日（木） 富山県トラック会館

香　川 8 月 25 日（木） ホテルパールガーデン

宮　崎 9 月　5 日（月） 宮崎県トラック協会

大　阪 9 月　6 日（火） 大阪府トラック総合会館

石　川 9 月　7 日（水） 石川県トラック会館

群　馬 9 月　8 日（木） 群馬県トラック総合会館

鹿児島 9 月 14 日（水） 鹿児島県トラック研修センター

福　井 9 月 27 日（火） 福井県トラック総合研修会館

京　都 10 月　5 日（水） 京都自動車会館

岡　山 10 月 18 日（火） 岡山県トラック総合研修会館

新　潟 10 月 21 日（金） 新潟県トラック総合会館

鳥取① 11 月　7 日（月） 米子コンベンションセンター

鳥取② 11 月　8 日（火） 鳥取県トラック協会

福　岡 11 月　8 日（火） 福岡東京海上日動ビル

徳　島 11 月 16 日（水） 徳島県トラック会館

栃　木 2 月 16 日（木） 栃木県トラック協会
※ 詳細については、各都道府県トラック協会へお問い合わせください。

◆税制改正関連要望項目◆
１. 自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現
⑴一般財源化により課税根拠を失った軽油引取税について旧暫定税率の廃止
⑵自動車税の引下げ
⑶自動車税における営自格差見直し反対
⑷自動車重量税の道路特定財源化

２. 中小企業投資促進税制の延長及び拡充

３. 法人実効税率引下げに伴う代替財源に係る中小企業への負担増反対

４. 特別措置の延長
⑴自動車取得税のASV（先進安全自動車）特例措置の延長
⑵自動車税のグリーン化特例の延長
⑶自動車重量税・自動車取得税のエコカー減税の延長
⑷中小企業・協同組合等の法人税率（年800万円以下の所得部分）の延長
⑸中小企業・協同組合等の貸倒引当金の特例措置の延長
⑹低公害車の燃料等供給設備に係る固定資産税の課税標準の特例措置の延長

５. トラック協会が運営する地域防災・災害対策関連施設等について固定資産税の軽減措置
の適用

６.予備自衛官等招集準備金制度（仮称）の創設

◆予算関連要望項目◆
１. 高速道路料金の更なる引下げ
⑴大口・多頻度割引最大50％の恒久化
⑵長距離逓減制の割引区分及び割引率の拡大
⑶営業車用料金体系の創設
⑷深夜割引の拡充
⑸コーポレートカード利用の平日朝夕割引における大口・多頻度割引への適用
⑹本四高速における割引の拡充
⑺阪神高速における大口・多頻度割引の継続・拡充等
⑻北海道の道路事情を勘案した料金の設定

２. ETC2.0によるサービス及び料金割引等の拡充

３. 高速道路のSA・PA、道の駅における駐車スペースの活用及び整備・拡充

４. 環境対策及び省エネ対策のための補助
⑴石油石炭税に係る「地球温暖化対策のための課税の特例」に係る補助の継続
⑵天然ガストラックの普及に係る補助
①天然ガス供給施設の設置に対する補助の創設
②天然ガストラックに対する補助の継続

５. 交通安全対策のための補助
⑴ASV（先進安全自動車）関連機器の導入に対する補助の拡充
⑵運行記録計、ドライブレコーダ等運行管理支援機器の導入に対する補助の継続及び
増額

６. 長時間労働抑制のための諸対策に係る補助・助成の拡充

７. 北海道〜本州間のフェリー等利用に対する補助・助成の創設

平成29年度税制改正・予算要望（要旨）1・2 面
に関 連

追
突
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー

全
国
で
順
次
開
催
中

全ト協

今号にポスター
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